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午前９時５７分開会 

○石毛かずあき委員長 それでは、皆様おそろいで

すので、災害・オウム対策調査特別委員会を開催

いたします。 

 

           ◇            

 

○石毛かずあき委員長 まず初めに、記録署名員の

御指名をいたします。 

  富田委員、へんみ委員、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

           ◇            

 

○石毛かずあき委員長 次に、災害対策及びオウム

真理教（アレフ）対策に関する調査研究について

を議題といたします。 

  報告事項に移ります。１から５まで、以上５件

を、危機管理部長より御報告をお願いいたします。 

○危機管理部長 おはようございます。 

  お手元の報告資料をお開きください。２ページ

になります。 

  アレフ、オウム真理教対策についてでございま

す。 

  １、舎人公園千本桜まつりへの出展でございま

す。 

  ３月２３日、２４日と出展いたしました。主に

協議会の方の活動紹介やＰＲ活動の方を行いまし

た。 

  ２、令和６年総会でございます。 

  こちらの方、５月１３日６時半から予定してお

ります場所、内容については記載のとおりでござ

います。 

  続きまして、３ページでございます。 

  水害時福祉避難所の追加についてでございます。 

  令和６年度より３施設追加いたしまして、１１

施設といたします。 

  １、追加する水害時福祉避難所については、佐

野地域学習センター、東和地域学習センター、竹

の塚保健センターの３か所でございます。 

  ２、選定理由についてですが、一つ目に、綾瀬

川より東側に福祉避難所がないことが一つでござ

います。 

  （２）竹の塚保健センターについては、ストレ

ッチャーが入る大きさのエレベーターがあるとい

うことで、選定させていただきました。 

  ３、今後のスケジュール、４、今後の対応につ

いては記載のとおりでございます。 

  ページ進みまして、５ページでございます。 

  令和５年度足立区防災士研修会の実施結果につ

いてです。 

  １、研修について。日時についてですが、３月

１０日午後２時から行いました。 

  （２）場所については、庁舎ホールです。 

  （３）内容については、こちら３点でございま

す。 

  ２、参加対象者なのですが、こちら、ＮＰＯ法

人足立区日本防災士の会所属の方と、（２）区で

費用助成した防災士で行いました。 

  ３、参加者数については、８５名でございます。 

  ページ移りまして、６ページでございます。 

  研修内容については、講演の方をまず行いまし

て、（２）番、ワークショップを行いました。そ

れで（３）番、足立防災リーダーのガイダンスと

いうことで進めました。 

  ６番、ワークショップについてです。 

  こちらの方は、防災士の視点で活発な意見が交

わされまして、大変有意義なワークショップとな

りました。 

  ７、アンケートについてでございます。 
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  足立防災リーダーについては、興味を持てたと

回答した方が４７名でございました。 

  （２）主な内容については、記載のとおりです。 

  （８）研修を終えてと、９、今後については記

載のとおりでございます。 

  続きまして、７ページでございます。 

  区長と女性防災士等との意見交換会の実施結果

についてです。 

  防災対策に女性の視点を反映させるため、区長

と女性防災士、避難所運営本部スタッフによる意

見交換を実施しました。こちらの方、開催日時に

ついては３月２１日でございます。 

  ２、会場については、区役所８階で行いました。 

  ３、参加者については、女性防災士４名です。 

  ４、参加者の主な選定理由については、防災士

の資格を有しているということと、（２）番なの

ですが、避難所運営本部又は町会・自治会で活動

している。（３）地域的に偏りがないように選定

いたしました。 

  ５、当日の進行については、記載のとおりでご

ざいます。 

  ６、参加者から出た意見については、７ページ

から８ページに記載させていただきました。内容

については御参照いただければと思います。 

  ７、今後の方針です。 

  令和７年度に修正する足立区地域防災計画に、

女性の視点を反映させていきたいと思っておりま

す。結果の検証を行って、今後の開催についても

検討していきたいと考えております。 

  続きまして、９ページでございます。 

  旧入谷南小学跡地に係る災害対策拠点施設の整

備についてです。 

  １、近隣住民説明会の開催についてです。 

  （１）開催日時が、第１回が、５月３１日の金

曜日の夜に実施したいと考えております。第２回

が、６月１日の土曜日の午前中に実施したいと考

えております。 

  （２）開催場所については、入谷中学校と考え

ております。 

  （３）主な説明内容は記載のとおりです。 

  ２、今後のスケジュールについても記載のとお

りでございます。 

  ３、今後の方針についてですが、地域や議会の

御理解をいただきながら、災害拠点施設の整備に

向けて検討を進めていきたいと思います。 

  続きまして、１０、１１については参考で、こ

れまでの経緯や活用方針について掲載させていた

だきました。 

○石毛かずあき委員長 それでは質疑に移ります。 

  何か質疑はございますか。 

○小林ともよ委員 私の方から、まず水害時福祉避

難所の追加についてなんですけれども、今、個別

避難計画が戻ってきてらっしゃる方というのは、

大体返事が来る方というのが１万１，５００名程

度だと、前回、一般質問のとき、調べたときにそ

ういう数字が出てきたのですけれども、今、この

水害時の第二次避難所、合計で４７３人が避難で

きるということになっていますけれども、今後ど

のように増やしていくという計画は、持っていら

っしゃるのでしょうか。 

○災害対策課長 今、お示しいただいた数字で個別

避難計画策定した場合には、今のところ、水害時

の避難所は足りていると、充足しているという状

況でございますので、今後そういった、日々、該

当の方とかが増えてくるようであれば、また区内

のそういった施設について、福祉避難所として指

定できるように検討を進めていくといった状況で

す。 

○小林ともよ委員 今回、追加というか、ここに挙

がっている水害時福祉避難所というのは、全部、
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ストレッチャーが使える施設がかなり限られてお

りますけれども、個別避難計画を立てる際に、ス

トレッチャーの方を優先して、こういった施設に

避難させていくという計画になっているというこ

とでしょうか。 

○福祉管理課長 個別避難計画ですが、ストレッチ

ャー優先ということではなく、Ａの方、Ｂの方優

先という形で行っておりますので、必ずしもスト

レッチャーが優先ということではございません。 

○小林ともよ委員 そうすると、ストレッチャーが

必要で避難が必要という方が、このストレッチャ

ーが使えると言われているような施設に、避難で

きないということもあり得るということでしょう

か。 

○福祉管理課長 ちょっと言い方がまずかったのか

と思いますが、ストレッチャーの方もいらっしゃ

いますし、車椅子の方もいらっしゃいます。それ

ぞれの用途に合わせて対応しておりますので、必

ずしもストレッチャーの方がここに行けないとい

うことではございません。 

○小林ともよ委員 分かりました。それと、次に移

ります。 

  防災士の研修の件なんですけれども、アンケー

トも取っていたということで、とてもいい、アン

ケートの内容も見させていただいて、本当にこち

らも知りたいような項目がたくさんあったのです

けれども、これに関して、まだ集計をするつもり

がないというお話を聞いたのですけれども、せっ

かくですから今後、時間を取って、是非集計取っ

ていただきたいと、そして、こちらでも共有して

いただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○防災対策担当課長 ３月に行いました防災士の説

明会におけるアンケート結果につきましては、

我々も中身を吟味しまして、集計させていただい

て、また今後の説明会につなげていきたいなと思

っております。 

  アンケートの集計結果につきましては、どのよ

うな形でお見せできるか分かりませんが、こちら

で一旦は集計させていただきたいと考えておりま

す。（発言する者あり）はい。では、お示しさせ

ていただきます。失礼しました。 

○小林ともよ委員 是非お願いします。 

  興味を持てた方というのは、４７名いらっしゃ

ったということで、足立区側としては、結構多い

方が興味を持っていただけたというようなあれで

したけれども、年齢層的には、どういった方がこ

の中にはいらっしゃったのでしょうか。 

○防災対策担当課長 まだ年齢の集計につきまして

は、参加された方が、年齢がお幾つなのかという

のが、まだ全員分はっきりしておりません。 

  ただ、当日の会場の内容を見てみると、高齢者

の方が多くいらっしゃるというのが現状でござい

ます。 

○危機管理部長 集計していないので、具体的に何

歳の方がというのは、何十代の方がというのは取

れていないのですが、肌感覚でいくと、やっぱり

どちらかというと、６０前後の方が興味を持って

いるような感覚でした。会場にいたときにはそん

な感覚でございました。 

○小林ともよ委員 参加者の中には、若い方はいら

っしゃったのでしょうか。 

○災害対策課長 中には３０代、４０代といった、

若い方も参加いただいておりました。 

○小林ともよ委員 そういった若い方が参加してい

らっしゃったのであれば、本当はそういう方が興

味を持っていただけるような内容にできるように

なっていくといいかなと思うのですけれども、今

のところ、まだ、この興味を持てた中に、そうい

った方が入っているかどうかは分からないという

ことですよね。 
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○災害対策課長 そういったところも含めまして、

今後アンケートの中身を整理していきたいという

ふうに考えております。 

○小林ともよ委員 是非お願いします。 

  あと女性防災士等の意見交換についてですけれ

ども、この中で様々な意見交換されていますけれ

ども、今後、女性防災士を増やしていくという足

立区の方針もありますけれども、どのように、増

やしていくためのアドバイスなんかは、この方々

からは聞かれたりしましたか。 

○災害対策課長 すみません。時間も限られていた

ところもありますので、なかなか、今、小林委員

御発言があったような、女性防災士を実際増やし

ていくにはどうしたらいいかというような御意見

を伺うところまでは、話は広がっていかなかった

というのが現状でございます。 

○小林ともよ委員 是非、まだこれから結果の検証

を行って、またやっていくということですから、

こういったときに機会を捉えて、是非そういった

ことも聞いていただきたいなと思います。 

  次に、入谷南小の跡地に関わる災害対策拠点の

整備についてですけれども、確認ですけれども、

前回の委員会でも申し上げましたけれども、基本

的な活用案、１０ページの方ですね。これ参考と

して付けていただいているので、変わっているの

か、ちょっとあれなんですけれども、「区の災害

対策拠点施設単独での整備を想定」というふうに

書いてはいるのですけれども、米印のところにね。

整備方法にはＰＦＩ手法も検討していくというよ

うな内容になっているのですが、今でも、そのＰ

ＦＩの方は検討しているという状況でしょうか。 

○資産管理課長 今でも、ＰＦＩについては検討は

しています。 

○小林ともよ委員 私、この間も言いましたけれど

も、やっぱり災害時に重要な拠点となる場所です

から、直営で、いざというときに、区が区民のた

めに柔軟に使える施設にしておくべきと思います

が、いかがでしょうか。 

○危機管理部長 すみません。今、議論しているも

のの整理をしたいのですが、ＰＦＩは、民間に床

を貸して営業させるということではなく、設計を

して、建築させて、普通役所であれば、設計で入

札して、建築で入札してという形が一般的なので

すが、例えば、基本計画からプロポーザルで業者

を決めて、設計建築と一貫して民間にやってもら

う。金額がどうかとか、スピード感を持ってやる

かというのが、ＰＦＩの議論になります。 

  床を民間に貸すというのは、ＰＦＩとは違う議

論になりますので、そこのところだけ議論がかみ

合わないように、話を整理させていただきました。 

○小林ともよ委員 分かりました。では、その建物

を建てるというところだけ民間に任せるというこ

とですね。中の運営は、全部区がやっていくとい

うことになるのでしょうか。すみません。 

○石毛かずあき委員長 これは……。 

○副区長 今の小林委員の発言のとおり、建物を建

てるのは民間にお願いして、それで、それを区が、

借りるとか、買うとかということになります。委

託するかもしれませんけれども、運営は区が行う

という、そういう考え方です。 

○小林ともよ委員 そうすると、その建物自体は、

こちらが買い取らない限りは、民間の方のものと

いうことになるのでしょうか。 

○危機管理部長 おっしゃるとおりです。前回の議

論でも申し上げましたが、まだＰＦＩで必ずやる

というわけではなくて、区が直接建築する方法も、

ＰＦＩでやる方法も、併せて並行で検討している

ということですので、そこは誤解のないように御

理解いただければと思います。 

○小林ともよ委員 まだ決定していないということ
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なので、私も分かってはいるのですけれども、で

きれば区直営でやっていただきたいということを

申し上げて、質問を終わります。 

○高橋まゆみ委員 私からは、今の入谷南小学校の

件なんですけれども、前回の３月２２日の委員会

では、今のようにＰＦＩ、民間の方を活用してみ

たいな話だったかと思うのです。 

  今回、住民説明会をするというのは、ある程度

大まかなところが決まって、多分、住民説明会と

いう形になるかと思うのですが、まだ★★まま、

ＰＦＩにするのかどうか、それとも区、どちらで

説明をされるつもりなのですか。 

○副区長 前に御提案申し上げたのは、民間の施設

と区の倉庫を一体的にそこに造って、民間の方に

御協力いただいて、いざというときには助けても

らう。あるいは民間の施設が、地元のいわゆる還

元として、そこにある施設が望ましいのであれば、

そういうことで造りたいという提案をさせていた

だきました。 

  ですけれども、それですと拠点として、大型の

ダンプが入ったり、そこの中で動くのにちょっと

狭いのではないかということで、改めて区として

必要な面積、車が回るのに必要な、建物のない平

場のところの面積、そういったものを改めて検証

させていただいて、まずは区が、そこに防災備蓄

倉庫を造るというようなことで、地元に説明をさ

せていただきたいということでございます。 

○高橋まゆみ委員 そうですか。ありがとうござい

ます。 

  多分、地元の方に聞けば、民間、何ですか、便

利になる方、スーパーを誘致するとか、そういっ

た楽しい方向に話が行くかと思うのですけれども、

足立区は、備蓄を３日にするとおっしゃっていま

すし、ほかの他県に民間を取りあえず借りるなん

ていう話もあるぐらい、やっぱり足りなくなると

いうのは想定されることですので、できれば本当

の、品川だったり、大田区みたいな、完全なこの

備蓄倉庫の、規模が大きいものというのが必要に

なるかと思うのです。人口も多いことですしね。

なので、そちらを検討した上で、この住民説明会

というのを開催されたほうがいいのかなと思うの

ですが、いかがですか。 

○災害対策課長 高橋委員御発言のとおり、区とし

て、人口も多いですので、大規模な災害拠点倉庫

が必要だということは認識しておりますが、そう

いったものが、この入谷南で整備できればいいと

いうふうに私どもも考えております。 

  一方、スーパーとかという御発言もありました

が、地元の方々の御意見伺っても、なかなかスー

パーというお言葉は出てきておりませんので、そ

ういったこともあって、今回、ここには拠点性倉

庫を整備していきたいという考えでございます。 

○髙橋まゆみ委員 ありがとうございます。少し安

心しました。 

  あと、もう一つ、防災士の、先ほど増やしてい

く話が出ましたが、こうやって、せっかく防災士

の方を集めていろいろな研修を行ったりとか、そ

ういったものを今後、発信、ＹｏｕＴｕｂｅだっ

たり何かそういったことで、こういったことをや

っていますよというふうに皆さんに、防災士にな

った後こうやって、足立区はこういう研修ありま

すよ、みたいな発信するということは考えてらっ

しゃらないですか。 

○災害対策課長 これまで、そういった入り口の部

分で、こういう研修をやりますといったところの

発信はしておりますが、その後の、こんなことを

やりましたというのは今まで発信してきていない

ですので、どういった形でお知らせができるかど

うかということも含めて、検討させていただけれ

ばと思います。 
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○髙橋まゆみ委員 先日、防災士の研修の方を受け

てきたのですけれども、すごく今、多いんですね。

やっぱり地震が多くなったというのもあるし、首

都直下というところも懸念されるところから、本

当に会場が満杯になるぐらい、研修室がいっぱい

になっておりました。 

  この足立区でも、区からの援助をもらった方と

いうのは、つながってらっしゃいますけれども、

自分で取りに行った方というのは、つながってい

ないとお聞きしたので、もし、そういう研修が、

こうやって、やっているのですよということがあ

れば、見えない防災士がアクセスをしてくるので

はないかなと思って、提案をさせていただきまし

た。これは要望で。 

  以上です。 

○銀川ゆい子委員 私は、女性防災士との意見交換

会について何点かお伺いさせていただきます。 

  今後の方針のところで、今後の開催については、

これから検討していくというところなんですけれ

ども、今の段階として、次にいつやるかというと

ころは、まだ全然未定ということなのでしょうか。

それとも、やることは決まっているという感じな

のでしょうか。 

○災害対策課長 まだ現在のところは、全く未定で

ございまして、同じ方に継続して御意見を伺うの

か、また、違う形で、切り口変えて御意見伺うの

かというところも含めて、今、検討しているとこ

ろでございます。 

○銀川ゆい子委員 また同じ方に聞くのか、違う方

にというふうに今御答弁いただいたのですけれど

も、今回４名ということで、かなり少ないなとい

うふうに思ったんですね。 

  その選定理由が、まず防災士の資格を持ってい

る、町会自・治会で活動しているというところに

なると、やっぱり限られてしまうということにな

ると思うのですけれども、この４名の女性防災士

の方の年代というのは、どんな感じだったのでし

ょうか。 

○災害対策課長 すみません。手元は★★３０代と

かから、４０代か６０代ぐらい、幅広に、バラン

スよくという形でやっております。 

○銀川ゆい子委員 ４名の中に、３０代から６０代

ぐらいの方までいらっしゃったということなんで

すね。それならよかったです。何か、その年代層

を見ると、防災士の方は結構、上の年代の方々が

多いイメージで、この前の防災士研修会のときの

お写真を見ても、結構、御高齢の方が多いのかな

というイメージだったので、すみません。なので、

そのあたりで、結構３０代、４０代あたりの女性

の方を選んでいただいたというのはとてもよかっ

たと思います。 

  今後、同じ方でやっていかれるのかどうかとい

うところは、また検討していただくと思うのです

けれども、それこそ、いろいろな震災とか災害と

かが起きて、その時々によって避難所とか求めら

れていったり、変わっていくことも多くあると思

うので、是非、今後も定期的に開催をしていただ

きたいというふうに思うのですけれども、できれ

ば、より多くの女性の意見を聞いていただくため

にも、４名だけではなくて、もうちょっとこの選

定の基準を低くして、人数を増やしていってもい

いのではないかなと思うのですけれども、そのあ

たりはいかがでしょうか。 

○災害対策課長 どうしても人数が多くなってしま

いますと、御発言いただく機会も、１人当たりの

発言機会が減ってしまうといったこともあります

ので、そのあたりのバランスを取りながらという

ことにはなろうかと思います。 

  あと地域防災計画、修正を進めていく上では、

当然、女性の視点も必要なんですけれども、それ
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以外の配慮が必要な方であるとか、外国人の方で

あるとか、いろいろ課題がありますので、女性だ

けに特化したということではなくても、幅広に意

見を取り上げるような形を考えていきたいと思っ

ております。 

○危機管理部長 ちょっとだけ補足します。区長と

の今回の防災士の意見交換会、人数を増やしたり、

回数をたくさんやるというのは、なかなかスケジ

ュール的に難しいところがありますので、女性の

意見については、今、担当課長が申し上げたとお

り、もう少し担当レベルでも聞くようにはいたし

たいと思いますので、そういったものを地域防災

計画の方には反映して、進めていきたいと考えて

おります。 

○銀川ゆい子委員 ありがとうございます。 

  女性といってもいろいろいらっしゃって、御家

族がいらっしゃる方もいれば、お子さんをお持ち

の方もいれば、独身の女性の方もいらっしゃるの

で、多くの女性の声を聞いていただきたいという

ふうに要望させていただきます。 

  最後に、令和７年に修正する足立区地域防災計

画に女性の視点を反映させるということなんです

けれども、修正自体は、もう今から手を付け始め

るのか、それとも、今はそれこそ、こういう会を

開催するとかして練っておいて、実際に修正を始

めるのは、令和７年から取り組み始めるというこ

となのか、そのあたりの計画、スケジュールを教

えていただければと思います。 

○災害対策課長 地域防災計画の修正作業自体は、

もう既に着手して、進行しているところでござい

ます。そういった今回の意見交換会ですか、様々

なものを、随時加えながら修正を繰り返していく

という形になります。 

○石毛かずあき委員長 他に質疑はございますか。 

○富田けんたろう委員 私からは、防災士について

伺います。 

  ５ページで、今回、研修会の参加者のところを

拝見すると、参加対象者のところで、ＮＰＯ法人

足立区日本防災士の会所属の防災士と、区で費用

助成した防災士ということで、１と２で一部重複

有りとあるのですけれども、どれぐらい重複され

ているのですか。 

○災害対策課長 私どもの方でも拾い切れていなく

て、重複がどの程度あるかというのは、現在把握

していない状況でございます。申し訳ありません。 

○富田けんたろう委員 ちなみにＮＰＯ法人、この

足立区日本防災士の会という団体さんは、どんな

活動をされているのかというのは、区で把握され

ているのでしょうか。 

○災害対策課長 こちら、区のＮＰＯ活動センター

にも登録いただいている団体でございますので、

区内のいろいろな公園だったり、公園はパークの

公園ですね。公園だったりとか、あとイベント会

場とかに出向いていただいて、ロープワーク講習

だったりとか様々な活動をいただいている状況で

す。 

○富田けんたろう委員 そうですよね。私も今、こ

の団体さんのホームページというか、事業計画書

とかも出ていたので確認をしたのですけれども、

区のイベントにもかなり参画していただいている

なというふうな印象を持ちました。 

  ただ一方で、私としては、区で費用助成をした

防災士さんが、一部重複と書いていますけれども、

できれば、本当に全ての方がこのＮＰＯ法人のこ

の団体に入っていただいて、本当です、一緒に区

の防災のイベント等を、是非盛り上げていただき

たいなと思うのですが、そのあたりはいかがでし

ょう。 

○災害対策課長 私どもも以前から、このＮＰＯさ

んと区との連携というのを、検討を進めていると



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ８  

 

ころでございまして、例えば、ＮＰＯさんの方で

募集チラシの様なものを作っていただければ、そ

れを区の方で助成で取った方に、そうやって御案

内をするとか、協力はできると思いますので、そ

ういった形での投げ掛けはしているところですの

で、引き続き模索をしていきたいと思っておりま

す。 

○富田けんたろう委員 まずは、今つながっている

方のところは是非、今後もしっかり連携を深めて

いただきたいというところが一つと、次、あと、

また、今、高橋委員からもありましたけれども、

つながっていない防災士さん含め、これから、今、

正にたくさん研修会場にお越しになっているとい

う話ありましたけれども、私も今、防災士に興味

が少し出てきまして、いろいろ調べていると、日

本防災士機構というところがやっているわけです

けれども、そこから認定を受けて、防災士登録を

するというスキームだと思います。そこで「実際

に防災士になるには」というところを進んでいく

と、途中で助成を実施している自治体というペー

ジが出てくるんですね。そこを見ると、残念なが

ら足立区、載っていないんですね、この日本防災

士機構の。何かこれというのは、ちなみに東京で

載っているのは、目黒区と武蔵村山市さんは、こ

このホームページに助成を実施している自治体で

載っているのですが、足立区、載っていないので

すけれども、このあたりは把握されているのでし

ょうか。 

○災害対策課長 今、御案内いただいた目黒とか武

蔵村山が、どういった形で助成を行っているのか

承知していないもので、調べさせていただきたい

と思いますが、何でしょうね、町会・自治会を通

じての推薦があったりですとか、そういった条件

もあって載せていないのかもしれませんが、その

あたりは調べさせていただければと思います。 

○富田けんたろう委員 これ見ると、一定条件の下

に、住民に対して費用の一部又は全額の助成を行

っており、ホームページ等の掲載許可を受けた自

治体のみ掲載しておりますと、掲載を希望される

自治体は、当機構まで御連絡を願いますというふ

うに書いてあるので、是非また、ここに載せてい

ただけるように御検討をお願いをしたいなという

ふうに、これ要望させていただきます。 

  あと、最後にＰＦＩの件なんですけれども、今、

検討段階というふうには承知をいたしました。ち

なみに検討しているということは、何らか区にと

っても、ＰＦＩでやればメリットがあるという話

かと思うのですが、このあたりについて、改めて

区民の皆さんにも分かりやすく御説明をいただき

たいなと思うのですが、いかがでしょうか。 

○副区長 まずは時間ですね。区が設計を行う時間

と民間が建てるまでの時間のスピード感が、はっ

きり言って違います。ですから、民間に建てても

らった方が早くできる。それと、公共施設として

建てる場合と、民間の施設を借りる場合の基準も

若干違いますので、コスト的にもメリットがある

ということになると思います。それと、一括でお

金を出すのか、あるいは２０年償還にするのかと

いう、いわゆるコストの平準化ができるというこ

ともありますので、主にその三つぐらいかなと思

います。 

○富田けんたろう委員 主にスピード感と、それか

らコスト、特に財政的なところというふうに、私

も、一般的にＰＦＩと聞いたときには、特に財政

的なところ、自治体においては、コストのところ

は非常に大きいのかなというふうに認識をしてい

たので、スピード感は当然そうだと思うのですが、

そうなったときに、今の話だと、すみません、も

う１回確認ですけれども、その箱物ができた暁に

は、ただ運営は、最終的には区がやるという認識
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で合っていますか。 

○副区長 例えば地方ですと、学校をＰＦＩでやっ

ているところ、結構あるんですね。建物は民間に

造ってもらうけれども、学校ですから、運営は全

部自治体がやると。その仕組みと同じです。 

○富田けんたろう委員 ちなみに、こういう、ある

意味、防災拠点ですよね。防災拠点をそういうＰ

ＦＩでやったような事例というのは、ほかの自治

体ではあるのでしょうか。 

○災害対策課長 今、手元に情報がないのですが、

あるかもしれませんので、調べさせていただけれ

ばと思います。 

○富田けんたろう委員 分かりました。また教えて

いただければと思います。 

  以上です。 

○吉田こうじ委員 今、防災士のお話が出ていたの

ですけれども、今回の報告の中で、防災士の方の

研修の中に、「足立の防災リーダーの仕組みを、

生徒のガイダンスを行った」とあったのですけれ

ども、そもそも足立防災リーダーというのは、ど

ういう役割で、どういう仕組みなのか、ひとつ教

えていただきますか。 

○防災対策担当課長 足立防災リーダーの内容につ

きましては、今、検討しているところでございま

すが、今のところ、コミュニティータイムライン

をつくっている地区がありますので、こちらのコ

ミュニティータイムラインが、災害時に実行でき

るような訓練、啓発、そういったものを、まずは

中心に行っていただきたいと考えております。 

○吉田こうじ委員 去年の１１月ぐらいの委員会で、

防災タイムラインリーダーという名前で、多分、

報告されていたのですけれども、そちらのことで

よろしいわけですね。 

○防災対策担当課長 はい。コミュニティタイムラ

インリーダーが防災リーダーに、今、名前を変え

て、一応仮称というところでやらせていただいて

います。 

○吉田こうじ委員 ホームページ、その他ググって

もなかなか出てこない言葉だったので、質問をさ

せていただきました。 

  今、防災士のお話が出ていて、私も前々から、

いわゆる潜在防災士というのですか、そういう方

を是非拾い上げてほしいという話もあったのです

けれども、今、富田委員からも、防災士の助成制

度というのが、なかなか、防災士の機構の方のホ

ームページでも載っていなかったし、という話だ

ったのですけれども、足立のホームページにもな

いんですね。多分、町会・自治会、また避難所運

営会議本部の方で推薦をしていただく制度だから

だというふうには、私は思っているのですけれど

も、ただ、今、残念ながら町会・自治会に加入し

ていただいている方が半分を切ってしまっている

ような状況もある中で、その方、そういう人たち

だけの組織の中から推薦をいただくというと、な

かなか防災士の方を増やすというのも、難しい状

況になってきているのではないかなというふうに

も思うのですけれども、そんなような議論という

のは、されているのでしょうか。 

○災害対策課長 おっしゃるとおり、やっぱり町

会・自治会の組織率だったりですとか、高齢化と

かが非常に問題になっているということは、話題

にさせていただいております。 

  防災士の資格取得助成ですけれども、町会に入

っていない方で一般の方でも、足立区防災士の資

格助成調査やっていないのですかみたいな問合せ

が、年に何件か来ています。そういった方には、

避難所に所属しているのであれば、そちらを経由

して推薦もらってくださいという話と、もし御自

身の所属する避難所がお分かりでなければ、御案

内いたしますみたいな形でやっておりますので、
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必ずしも、町会を通じて推薦上がってこなくても、

そう言っていきなり来る場合もありますので、そ

れが結果的に、町会・自治会への加入ですとか、

避難所への所属につながる場合もありますので、

こちらの広報、ＰＲの方は力を入れてやっていき

たいというふうに思っています。 

○吉田こうじ委員 そうなんですよね。そこを私も

お願いしようと思ったのですけれども、一番肝腎

なのは、やっぱり地域の防災のために役に立って

いただく方に、助成をしていくということだと思

うので、やはりその辺、一般的に、例えば民間の

若い方なんかでも今、各地でいろいろな災害が起

きているときに、防災士の資格というのに興味を

持って、足立区、どうなのだろうと調べたときに、

でも町会・自治会も入っていないしなとか、どう

なのだろうなというふうに思ってらっしゃる方に、

是非そういうことをきっかけに地域とつながって

いただきながら、それを条件にして防災士になっ

ていただくというのは、もう、ぐいぐい押して、

広報していただいてもいいのではないかなという

ふうに思うのですけれども、いかがでしょうか。 

○災害対策課長 やっぱりそういった防災に思いの

ある方に資格取っていただいて、地域で活躍して

いただくのが一番だというふうに思っていますの

で、資格助成の方法等も含めて検討していきたい

というふうに思っています。 

○吉田こうじ委員 是非、意識を持っている方が辞

めたというふうにならないように、その辺の広報

の方はしっかりお願いしたいと思います。 

  それから、もう一つ、近藤福祉管理課長、今日

来ていただいているので、水害時の福祉避難所の

件なんですけれども、今回３か所増やしていただ

くということで、合計で１，０００人を超える方

が収容可能であるということなのですけれども、

要支援者の方が、一番避難していただかないと危

険だということで、そういうランクになっている

と思うのですけれども、避難していただかなくて

も、自宅にいていただければ、まず水害の難は逃

れることができると。 

  だけれども、その後のことを心配だよなという

ことに関しては、こちらの方から、いかがですか、

大丈夫ですかというお声掛けができるようなこと

にはなっているのかどうか。そういうふうに、例

えば介護施設だとかそういう方々と、区の方から、

こういうときはこういうふうに声掛けしてくださ

いというお願いが行っているのかどうか、お聞き

したいのですけれども。 

○福祉管理課長 こちらの個別避難計画を作成して

いる中で、ＣＤＥとか、今でいうと、大体１万人

ぐらいの方がいらっしゃいます。このタイムライ

ンというか、９６時間前に、一斉に介護施設なり、

障がいの施設にメールを送りまして、その段階か

ら、例えばケアマネとか障がいの施設の職員の方

に連絡をさせていただいております。その中で、

個々にまた皆様方のところにお声掛けをさせてい

ただいているので、途中になると、できているか

どうかというのは分からない部分あるのですが、

一応そのような形で、お声掛けはさせていただい

ております。 

○吉田こうじ委員 やはり障がいをお持ちの方が一

番恐怖を感じるのは、こういう災害時だと思いま

すので、是非その辺は、漏れなく、またＣＤＥの

方で、心配ないという方の中にも避難させてくだ

さいと、助けてくださいという声も出てくる可能

性もあるし、その辺はしなやかに対応していただ

いて、臨機応変な対応というのが、私は必要にな

ってくるのではないかなと思いますので、そちら

の方も、ひとつ御考慮いただきながらの支援策に

していただければなというふうにも思います。こ

れは要望で結構です。 
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  以上です。 

○岡安たかし委員 私も何点か。まず、５ページの

防災士研修会なんですけれども、８５名参加者い

たということで、こういうのを、機会を持ってや

っていくのは大事なのですが、人数がどうかなと

いうのは、先ほども議論の中で出ていましたけれ

ども、そもそも案内に関しては、参加対象者

（１）、（２）、重複あるにしても、約４００人

近い方が対象だと思うのですけれども、皆さんに

案内は行ったということでよろしいのでしょうか。 

○災害対策課長 区で費用助成した防災士の方につ

いては、私ども区の方から直接御案内をしており

まして、ＮＰＯに所属している防災士さんにつき

ましては、会の方を通じて周知をお願いしたとい

う状況でございます。 

○岡安たかし委員 必ずしも全員に行っているかど

うかというのは、分からないところあるわけです

ね。そんなのやっていたのという場合もあるのか

もしれませんし、また、案内が行っても、当然、

８５名ですから、何らかの用事があって来られな

い方、そもそも行きたくない方、いろいろあって

この人数なんでしょうけれども、（１）の足立区

日本防災士の会に所属していない防災士も結構い

ると聞いたんですね。もちろん区で費用助成して

いない人も含めて、人数は分からないですよね、

把握できていないわけですよね。 

○災害対策課長 足立区内にいらっしゃる防災士の

方が、１，０００名程度というふうに聞いており

ます。 

○岡安たかし委員 ざっくりそれを引いた数がとい

うことなのですかね、では。４００だとすると、

６００人ぐらいが、防災士だけれども、こういう

のをやっているけれども、ひょっとしたら、案内

したら行きたかったという人もいるかもしれない

と。ただ、把握できていないということでよろし

いのですか。 

○災害対策課長 区の費用助成ですとかＮＰＯに所

属していない方につきましては、私どもでは把握

ができていないという状況、御発言のとおりです。 

○岡安たかし委員 だから、参加対象者よりも多い

人数の方が、防災士、実際にはいるということを

考えると、非常にもったいないなという気もしな

いではないのですが、足立区、あまり大きい会社

はないですけれども、企業で防災士、そういう災

害対策を担う部署があって、積極的にそこに所属

する社員に防災士を取っていただいて、その会社

の中での防災士としての役割を担っている方なん

かもいるかと思います。 

  そういう方はあまり、足立区の方にと言われて

も、もう自分の会社の方だけで精いっぱいという

ところもあるかもしれないのですが、発災時は、

もう行政も会社も一緒くたになってやっていくこ

とが大事だと思うので、今後の課題なのかなと思

います。 

  次にも関わるのですけれども、この女性防災士

の方と。今回４名ということで、女性防災士来て

いただいて、もう大事な視点です。こういう、

様々な防災対策について意見をいただくというの

は。そもそも、ただ、先ほども人数の話出ました

けれども、少ないのではないかとかですね。ここ

はもう最初から４人に絞っていたのですか。それ

とも、ある程度声掛けて、最終的に４人だったの

か。 

○災害対策課長 実は、今回お声掛けしたのは５名

いらっしゃったのですが、お１人、御都合がどう

しても付かないということで、４名で実施をさせ

ていただいたといったところです。 

○岡安たかし委員 ５ページの方の参加した人が２

０人。ただ今回は、★★は、女性の方は３つの選

定理由があったので、特に（２）の自治会で避難
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所運営本部で活動しているというところでは、は

じかれちゃうというのもいるのでしょうけれども、

もうちょっと広くお声掛けして、ここに条件にか

なっている人がいれば、６人、８人でもというこ

とも考えられたのかなとは思うのですけれども、

継続的に今後やっていくのであれば、先ほど、こ

の４人でフィックスして、ずっとやっていくのか

どうかみたいなのありましたけど、ある程度もう

ちょっと増やした中で、それだけ、たくさんいれ

ばいるほど、まとまらなくはなりますけどね。た

だ、８人ぐらいであれば、倍のいろいろな意見が

聞けるわけですから、地域性もある程度ばらけれ

ば。その辺、今後どうお考えでしょうか。 

○副区長 今回、初めての試みで時間も限られてい

ましたので、まず４人選ばせていただきました。

ただ、その４名の方でさえ、地域によって全くや

り方が違ったり考え方が違うんですね。ですから、

やっぱりもっといろいろな人に聞く必要は、岡安

委員おっしゃるとおり思いますので、区長が直接

聞けるかどうかというのは置いておいても、やは

りそういった女性の方をお呼びして、あるいは出

掛けていって、多くの意見を聞いて、そして、ま

とめていく。こういうことをやっていきたいと思

います。 

○岡安たかし委員 ７ページの一番上のところに、

「避難所運営や避難生活、様々な防災対策に女性

の視点を反映させるため」これも非常に大事な視

点だなと思っているんですね。先ほど、災害対策

課長から、外国人の方や障がい者の方なんかの意

見もというのもございました。 

  例えば若者ですとか、おっしゃるとおり外国人

の方、障がい者の方、例えばＬＧＢＴの方、子育

て世帯とか、縦割りみたいになっちゃいますけれ

ども、あくまでも意見を聞いた上で、防災対策に

視点を反映させるという意味では、そういう縦割

りでいろいろ皆さんに意見を聞きながら、より地

域防災計画をブラッシュアップさせていく、また、

具体的な災害対策に反映させていくというのは、

大事だと思うのですけれども、今後そういう様々

な、障がい者も、例えば所消団連の方だけではな

くて、視力も聴力もあるわけですし、地域性によ

っても、障がい者の方も、団体の役員の方でも把

握できていないものもあると思います。 

  もっと広く、そういう様々な、縦のそういう分

けの中で、若者★★ということでの、こういう意

見を聞く仕組みというのは大事だと思うのですけ

れども、今後そういうのをやっていくという方向

性は考えていないですか。 

○災害対策課長 防災の計画につきましては、当然、

足立区全ての方々に関わってくる問題でございま

すので、そこに、今、岡安委員がいろいろ列挙し

ていただきましたが、様々な課題を持ちの方がい

らっしゃいます。 

  そういった方々の、どこまで丁寧に御意見酌み

取っていけるかというのは、これは課題かと思い

ますが、できるだけそういったことができるよう

に工夫をして、対応してまいりたいというふうに

思っています。 

○岡安たかし委員 数年前、★★足立区が脚光を浴

びて、ＬＧＢＴの団体の方もかなり区にも来られ

たりした時期がありました。そういう意見交換の

中で、もちろん主体は、ＬＧＢＴの法的な整備と

か、そういう話でしたけれども、中には、雑談の

中で災害対策の話になったときに、やっぱり、こ

ちらがない視点のお困り事ってあるんですよね、

あの方たちはあの方たちで。そういったところも、

なかなか地域防災計画には反映していないところ

というのは、我々の盲点だなと思うところあるの

で、あるいは、ＬＧＢＴの方なんかからも意見を

聞くのは大事だと思うので、これは要望ですけれ
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ども、よろしくお願いしたいと思います。 

  それと、３ページの方ですね。水害時の福祉避

難所なんですけれども、この要支援者のために、

こういう福祉避難所を多く設けていくというのは、

我が党としても、福祉施設のみならず様々な場所

を、福祉避難所をもっと増やしてほしいというの

を要望してきた中で、ありがたいし、喜ばしいこ

となんですけれども、なかなか過去の震災のとこ

ろを見ると、福祉避難所を、もうどうしようもな

くて、急に設けたなんていうとこもある。熊本な

んかは、いきなりもう小中学校の体育館を指定し

てしまって、福祉避難所といってやっちゃったと

きもあったんですね。それで大分、そういう、そ

こに避難した福祉的な配慮が必要な人たちが助か

ったというのはあるのですけれども、やっぱりそ

こにどういう人がいるのか。ここですと保健師さ

んとなっていますけれども、精神ですと、それな

りの精神障がいの方に対応できる人とか、様々な

そういう要支援者、介護の必要な人だったら、や

っぱりヘルパーさんみたいな、そういう人も必要

ですし、そういう人的な支援がどこまであるかに

よって、幾ら場所を設けてもなかなか機能しない

し、避難した人たちが満足できない。むしろ、あ

そこに避難してこんなになっちゃったみたいな苦

情が出たりする。これ、今、保健師さんを考えら

れていますけれども、保健師さん以外というのは

どうなんでしょう。検討する余地はないのかどう

か、この辺教えてください。 

○災害対策課長 場所の用意はもちろんですけれど

も、そこでどういった必要なケアができるかとい

うところが、やっぱり重要だと思っています。 

  今現在の計画の中では、保健師の配置だけしか

ございませんので、それ以外は、その場にいる職

員であったりですとか、そういった者がカバーす

るようになろうかと思いますが、どういった形で

やるのがいいのかというところは、質の向上です

とかということに向けては、検討していきたいと

いうふうに思います。 

○岡安たかし委員 やっぱり過去の震災で、そうい

う、実際に福祉避難所を設けたところの状況がど

うだったかというのを、調べたり聞いたりするの

は大事だと思います。 

  特に大きな法人なんかは、見に行っているんで

すね。例えば、あだちの里とか、あいのわとか、

ああいうところは、３．１１の後も行かれていま

すし、熊本も行ったりして、福祉避難所がどうい

う状況だったかなとか調べて、こういう課題があ

ったとかどうとか、それを区に言っているかどう

か分からないのですけれども、法人の中では様々、

だから、こうしなくてはいけないねとか検討して

いますので、しっかり意見交換していただきなが

ら、行政としての役割として、何が必要なのかを

十分酌み取っていただいてやるのが大事かなと思

っています。 

  ここに、４ページの方に担当部と書いてあって、

それぞれ福祉部とか、学校運営部とか書いてある

のですけれども、これは下の保健師みたいに人数

も書いていないのですが、例えば地域のちから推

進部、総合スポーツセンター、ここに何人かもう

行くというのを、しかも人として、もし、この令

和６年度にそういう水害の、大きな、こういうと

ころを開設しなくてはいけないものが起こったら、

誰と誰が行くのだみたいに決めてあるのかどうか、

そこも教えてください。 

○災害対策課長 水害時の派遣職員につきましては、

一時避難所もそうですけれども、各部に割当てを

させていただきまして、その部の中で、人の名前

まで指定してございますので、発災時には、その

者たちがすぐ動けるような体制を取ってございま

す。 
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○危機管理部長 補足です。今、移動を終えて、各

部からどこの避難所という割当てが出てきて、今

ちょうど取りまとめているところです。出水期に

入る前の５月に、各避難所の担当者向けに、こう

いうふうにやってというガイダンスを、５月に

我々の方でやりますので、６月から、体制として

は取れるように準備しているところでございます。 

○岡安たかし委員 本当にありがたいことなので、

しっかりよろしくお願いしたいと思います。 

  もし、こういう資料がまた、この委員会で出る

ときには、是非人数も書いておいてもらえるとも

っと分かりやすいかな。地域のちから推進部、総

スポ３人とかですね。お願いしたいと思います。 

  それと、この受入れ想定人数のところですね、

１、２、３、４、５行目のところでしょうか。例

えば総合スポーツセンターだと、要配慮者１５０

人、計３３４人。残りの１８４人は、一般の避難

者を想定しているということでしょうか。これ、

どういう見方をすればいいのですか。 

○災害対策課長 受入れできる人数が計の人数なの

ですが、その中で、今、割当てられているのが、

記載の要配慮者の人数という形になってございま

す。 

  ちなみに、１、２、３、４個下の派遣職員数の

記載がございます。ここが、各部で派遣をするこ

とになっている人数でございます。 

○岡安たかし委員 ここから保健師を引いたのが職

員ということですね。５０人で……各班１０人、

２０人が保健師さん、４０人が職員ということで

すか。よく分からないですね。いいや。あまりそ

こを議論してもしようがない。 

  そうしますと、受入れ想定人数の計のところが、

あくまでも、ここが福祉的な要配慮者、要支援者、

要介護の人も、福祉施設って大体、要介護の人と

障がいをお持ちの方だと思うのですけれども、そ

の方たちのみの人数で、ここ記載しているという

ことでよろしいのですね、３３４人というのは。 

○災害対策課長 基本的に受入れの能力といいます

か、そのキャパシティーということで記載してい

る人数でございます。 

○岡安たかし委員 この３３４人受け入れた場合に、

職員派遣数は、これで最大でいけるということで、

保健師さんもということで記載しているのですね。 

○災害対策課長 御発言のとおりです。 

○岡安たかし委員 だから、人数が少なければ当然、

この職員派遣数とか保健師さんも少なくなるし、

今こっちに集まっているところに行ったりすると

いうこともあるのかなとは思うのですが、ここで

すと、先ほども吉田委員言いましたけれども、１，

０００人を超えてしまっているんですよね。すご

い人数がここだけで受け入れられるということで、

あとは、しっかりと、要支援者のＡとかＢぐらい

の人は、支援するという立場の人からしっかりと

伝えられるのでしょうけれども、なかなかそれ以

外、また今回、様々な理由で要支援者のリストか

ら外れてしまっているような人でも、福祉避難所

が必要な人もいるかと思います。そういう方に周

知していくというのは大事だと思うのですが、や

っぱり、まず学校、自分の付近の一時避難所の方

に行ってしまうと思うんですね。変な話、そうい

うところにある程度の人数が集まってしまうと、

そちらの避難所としても対応できなくなっていっ

てしまいますよね。この人は酸素が必要だとか、

この人は特別な部屋が必要だとかいうと、もう対

応できないとなってしまいますので、しっかりと、

この１１施設を周知していくことが大事だと思う

のですが、今後どうやってこれを必要な人に周知

していくのか、そこも教えてください。 

○危機管理部長 まず前提としては、基本、割当て

られた人が来てもらうというところで我々考えて
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おります。想定していない方に対しての配慮につ

いては、これについては福祉部と相談しないとな

りませんので、そこは中で、まず検討させていた

だければと思います。 

○岡安たかし委員 先ほど言った過去の震災では、

福祉法人の施設に、本来、利用している人しか本

当は来てほしくないのかもしれませんが、やっぱ

りいろいろな人が来てしまって、パンク状態にな

ったという例もあるわけですよね。新潟だの、熊

本だの。やっぱりそういうところでは、ここに、

口づてに伝わると、アシストなんかは特にそうで

すけれども、あそこに避難すれば大丈夫らしいよ

って。あなた、足悪いんでしょうみたいな。あん

な小学校行くよりこっちの方が近いじゃないとか

って、行ってしまう可能性もあるんです。 

  行ってはいけないとは言えないのですけれども、

やっぱりそこは上手に周知しないと、思わぬ人数

が来たり、逆に想定していた人が来なかったりで、

一時避難所の方に行ってしまったりということが

あると思うので、この辺の周知はこれからしっか

り工夫して、お願いしたいなと思うのですけれど

も、どういう方法があるのかというのは、先ほど

申しました、それぞれの足立区内の福祉法人さん

とも、連携取ってやっていく必要があると思うの

ですけれども、この辺いかがでしょうか。あと地

域包括ですね。 

○危機管理部長 今、岡安委員の御提案についても、

中で検討させていただければと思います。 

○石毛かずあき委員長 他に質疑はございますか。 

○へんみ圭二委員 防災士研修会の実施結果につい

ての報告なのですが、これは３月１０日に開催を

されまして、前回のこの委員会が３月２２日ぐら

いでしたかね。そのときに、この防災研修会のこ

とについて、例えば年齢層がどうなっているのか

とか、平均年齢はどうだったのですかということ

をお聞きしました。そのときに、３月の２７日の

委員会では報告ができなかったので、４月の委員

会で詳しく報告をしますというお話があったので

すが、アンケートの結果を集計していないという

のは、どういった理由なのでしょうか。 

○危機管理部長 すみません、それについては、ア

ンケートは頂いていますが、分かるように一覧表

にしたり、一つずつエクセルで打ち込んだりとか、

そういった整理的なものは、すみません、してい

ないというところです。 

  ただ、我々報告するという意味で、主な意見と

いうところで、主立った、目立った意見の方は、

抜粋で今回報告させていただきました。 

○へんみ圭二委員 それは分かるのですが、見れば。

１か月以上たっても、その集計をしていないとい

うのはなぜなのでしょう。 

○危機管理部長 すみません。それは我々の方のち

ゃんと進行管理ができていなかったところだとは

思いますが、そこについては我々の作業の、通常

の仕事、ほかを優先してできなかったというのが

正直なところでございます。 

○へんみ圭二委員 お忙しいとは思うのですが、た

だ１か月前の委員会のときに報告をしますと言っ

ていただいたわけですから、今回はこの委員会が

最後になりますし、しっかりとした報告をいただ

いた上で、中身のある議論ができるのかなと思っ

ていましたから、大変残念に思います。 

  防災リーダーについては、例えば報酬も検討し

ますということになっていたのですが、その点に

ついては今、どのようになっているのでしょう。 

○防災対策担当課長 今のところ報酬につきまして

は、いまだ検討中でございますが、防災リーダー

という性格を考えると、消防団に性格が合うなと

思っているところもありますので、その横並びに

なるような報酬を考えていけたらなと、今は考え
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ております。 

○へんみ圭二委員 それも１１月のときから報酬を

検討しているという中で、新年度になって、説明

会がもうすぐある中で、まだ決まっていないとい

うのは、やはり皆さんお忙しいのかもしれないで

すが、しっかりそこは方針を示していただかない

と、議会としてもいろいろ意見が言えないのかな

と思います。 

  今、消防団と同額というと、私も消防団に入っ

ていますから、大体月額でいうと３，０００円、

４，０００円ぐらいでしたかね。それぐらいのイ

メージということでよろしいのですか。 

○副区長 すみません。報告が遅くなって申し訳あ

りません。 

  来週、防災リーダーに興味のある方に集まって

いただいて、自分たちが、何が必要で、どういう

ことが地域にとって必要かという意見を、まずお

聞きしたいなと思っているんですね。それによっ

て、その内容によって報酬も決めていきたいなと。 

  今はコミュニティタイムラインのことを、私ど

も中心にやっていますけど、防災士さんは、そう

ではなくて、もっとこういうことを地域で必要だ

という意見が出る可能性が高いと思いますので、

そこの内容に合わせて報酬は決めていきたいと思

っています。 

○へんみ圭二委員 実際にその方々の意見を聞くと

いうのも分かるのですが、ただ、これは予算を取

っているわけですよね。どういう予算の取り方を

しているのかなというのも、こちら側からは見え

ないのですが、どのようになっているのでしょう

か。 

○危機管理部長 すみません。もう１回、話を最初

から整理させていただくと、報酬については出す

方向で考えています。具体な金額については、例

えば普及啓発でやるときと災害のときに出動する

もので、少し色分けはしないといけないかという

ふうには考えています。そこで、それぞれの金額

が今、まだ決め切れていないというのが正直なと

ころです。ですから、活動の内容に合わせて少し

金額は分けないといけないかという議論まではし

ております。 

  予算については、具体的な活動については、今

年度認定してからと思っているのですが、必要に

まだ制度として立ち上がっていないので、正式に

金額が決まって、活動人数が決まった時点で、予

算化を、流用で今の部内の予算でやるのか、若し

くは、必要であれば補正予算を上げるのか、その

ときに予算の対応は考えていきたいというふうに

思っております。 

  すみません。副区長が今申し上げた講習会、ガ

イダンスですよね。希望している方、来週と言い

ましたが、今、６月入ってからで会場の方を調整

していますので、もう少し報酬を含めて、活動内

容の方を含めて、検討しているところでございま

す。 

○へんみ圭二委員 分かりました。その講習会が、

たしか以前は、５月ということで案内を受けてい

たのですが、それは６月以降というのは、どんど

ん、申し訳ないのですけれども、こちらからする

と、いろいろ決めていないから遅れていってしま

っているのかなというふうにも見えるのですが、

その点についてはいかがなんですか。 

○危機管理部長 初めて立ち上げる制度で、正直言

って、我々も四苦八苦して、金額、内容の方を検

討しているところです。 

  今、例えばタイムラインを動かしている中川の

★★会長だとか、あと千住第５地区の会長とかに

取材を受けたり、アドバイスで防災士が入るのだ

ったら、こういうふうに取り組むほうがいいよと

か、いろいろな意見をもらいながら、内容の方を



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 １７  

 

今、我々も悩んでいるところです。 

  そういったことで、正直言って決められない中

で、５月にはできないという判断で、６月に１か

月繰り越したというのが正直なところでございま

す。 

○へんみ圭二委員 初めてのことで悩んでいらっし

ゃるというのもよく分かるのですが、やはりここ

はしっかりと、もう１１月の段階からいろいろと

決められているわけですから、もう少しスピード

感を持ってやっていただけるといいのかなという

ふうに感じざるを得ないというところがあります。 

  あとは、防災士費用助成のＰＲについて、先ほ

ど吉田委員からもお話がありました。私も全くそ

のとおりだと思いますし、１１月のこの委員会で

も、例えば、ホームページにそうした防災士の費

用助成などを書いたりとか、もっとＰＲすべきで

はないですかというお話もしたのですが、そのと

きに、やはり幅広くＰＲできていないというふう

に感じているということで、これからＰＲの方法

についてしっかり検討していきますというお話が

あったんです。 

  ただ、そこからもう半年近くたっていても同じ

話が出てくるというのは、それはどのような検討

をしていただいて、そして、どういった対策を取

っていただいているのかというところが見えない

のですが、いかがですか。 

○副区長 実は地元に意見をお聞きする中で、いき

なり、よその防災士がここに来ても困るよという

意見が出されています。そういった意味で、やっ

ぱり地域からの推薦があって、その方を補助して

いくということを考えているのですが、さっき、

吉田委員からもありましたけれども、紹介に入っ

ていない人も地元とつながるような仕組みを考え

て、それで補助していく。そういうことも必要だ

と思いますので、そこで地元の意見をお聞きして

いるところで、少し遅れております。 

○へんみ圭二委員 やっぱり地元とつながっている

方の方がというのは、そうだと思うのですが、そ

ういったことも書いておかないと、例えば私のと

ころにも来るんですよね。どうやったら防災士の

助成が受けられるのか、どこにも書いていないか

ら分からない。ですから、町会を通じて申込みに

なりますということでもいいですし、そのあたり

については、しっかりと書いていかないと、やっ

ぱりよく分からないなということになると思いま

すから、そこも早急に是非検討して、対応いただ

きたいと思います。 

  次に、女性防災士との意見交換会の結果につい

てなのですが、ここで今後の方針で、女性の視点

を反映させるとあります。 

  非常に重要なことであるなとは思うのですが、

ただ、この参加者から出た主な意見を見ていると、

女性ならではの視点というのがあまり見えてこな

いなというところが感じるのですが、そこは区と

してはどのようにお考えですか。 

○災害対策課長 今回、意見交換させていただいて、

確かにへんみ委員おっしゃるように、女性ならで

はの御意見というよりは、もうちょっと幅広に避

難所はこうあったほうがいいべきだというような

お話がありましたので、そういったところも含め

て、今後、また違う切り口でそういった女性の意

見を取り入れて、地域防災計画に反映できるよう

な、そんな取組できればと思っています。 

○へんみ圭二委員 恐らくこれは、ファシリテータ

ーの方を入れて、女性ならではの視点を主に意見

を出していただく場にしていかないと、総論的な

話になってしまうと、女性防災士と意見交換をし

た意味がなくなってしまいますから、そこについ

ては、在り方、開催の方法についてよくよく考え

ていくべきではないかなと思います。 
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  この女性ならではの視点を入れていくというの

は、非常に大切だと思いますが、例えば今、執行

機関の皆さん、全員男性ですし、女性ならではの

視点を入れていくということでは、例えば危機管

理部にも女性を増やしていくということが必要な

のかなと思うのですが、危機管理部で女性の比率

というのは、どれぐらいなのですか。 

○危機管理部長 常勤職員だけで申し上げますと、

定数的には４１か４２います。その中での女性は、

２名でございます。 

○へんみ圭二委員 半分とは言いませんけれども、

やっぱり３分の１から４分の１ぐらいは女性が入

ってくることで、いろいろな計画を立てる上でも、

女性の視点というのは入れていけるのではないか

なと思いますが、そのあたりについてはいかがで

すか。 

○危機管理部長 それについては、私も全く同感で

す。私も女性の割合は増やしたほうがいいと思い

ます。それは人事のヒアリングのときにも、そう

いう話はしているところなのですが、なかなか内

示を見ると、そうではない配置で、今、進めてい

るところでございます。 

○へんみ圭二委員 そこはそうならない理由という

のは、副区長、何かあるのですかね。 

○副局長 やはり夜中の勤務ですとか、土日の勤務

が非常に多くて、女性がなかなか希望しないとい

うところがあります。そういった意味で、今はど

うしても人数が少なくなっている状況です。 

  ただ、それがいいかと言われると、決してそう

ではありませんけれども、なかなか実態としては

増えていかないというところです。 

○へんみ圭二委員 やっぱりそこら辺も働き方改革

をしっかりやっていただいて、危機管理部であっ

ても女性がしっかり活躍できる環境というのを、

区全体で整えていくべきではないかなと思います

ので、その点についても、今回は人事異動があっ

たばかりですから、来年度以降に向けて取り組ん

でいただきたいと思います。 

  今回、この意見の中で、ペットの避難について

も幾つか出されていますけれども、例えば、これ

は区内で、ＮＰＯでそうしたペット関連のＮＰＯ

の団体というのもありますから、そういったとこ

ろとの意見交換会ですとか、区長とやるかどうか

は別にして、そういう必要性も感じるのですが、

いかがでしょう。 

○危機管理部長 他の会派の議員の紹介で、ペット

のＮＰＯ団体とも１回意見交換しました。いろい

ろペットに対する思いだとか、考えというのは、

受けたところでございます。また機会があれば、

そういう意見も含めて、ガイドラインとかの方は

作成していきたいというふうに考えております。 

○へんみ圭二委員 分かりました。 

  あとは、中型犬、大型犬を避難する場合に、ケ

ージを持っていくのは不可能ではないですかとい

うお話もして、そこについては獣医師会と相談す

るというお話でしたが、そのあたりは、進捗状況

いかがですか。 

○危機管理部長 それについては、まだこれからに

なります。これからのガイドライン作成、まだ委

託契約もしていませんので、これからになります。 

  ただ、今、環境省の方とかでも、避難所に連れ

てくるペットについては、基本、小型犬で、獣医

師会の方とも正式に意見のやり取りはしていませ

んが、どちらかというと大型の動物については、

少しお話を深く聞かないといけないかなというふ

うに感じております。 

○へんみ圭二委員 熊本地震などでも、車中泊が多

かった理由というのは、ペットを一緒に連れてい

けない。その理由から車中泊をして、そして、災

害関連死につながってしまったということも多い
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という話も報道でありましたから、そのあたりに

ついては、やはりペットといっても家族ですから、

一緒に避難できる環境というのをしっかりつくっ

ていくべきだと思いますし、例えば、同行避難で

はなくて同室避難のお話も、以前させていただき

ました。その同室避難というのは、足立区ではな

かなか難しいというふうに、副区長からもお答え

があったのですが、２３区の中でも、例えば港区

では、そうした同室避難というのも体制を整えて

進めているということもありますし、今回の報告

があった、例えばこの災害対策拠点施設などのよ

うなところで、同室避難ができる体制を整えると

か、そのあたり、もう少し進められないのかなと

思うのですが、どうでしょうか。 

○副区長 人口規模からいって、私、前回、なかな

か難しいかなという話はさせていただきました。

実際、能登に行ったときも、避難する方が、やは

りペットは無理だということで、ペットだけ車に

乗っけて、自分は避難所で避難しているという形

態もありましたので、同室というのはかなり難し

いのですが、例えば、校庭にそういったペット用

の何かを造るとか、車を置くとか、そういうこと

はできるかなと。そういうところから考えていき

たいと思います。 

○杉本ゆう委員 今日も、女性防災士もそうですし、

防災リーダーもそうなのですけれども、そもそも

論の話になってしまうので、若干、もしずれてい

たら、委員長の方に言っていただければと思うの

ですが、すみません、もう何か月前の委員会だっ

たか、今、定かではないのですけれども、この避

難所運営会議の活動状況、避難訓練やっているか

どうかというのは、多分Ａ、Ｂ、Ｃ、ランク付け

て、１回資料をお示しいただいたことが、何か月

か前、去年だったかなと思うのですけれども、今

日、報告していただいた、この防災士研修会もそ

うですし、女性防災士の話もそうなのですけれど

も、それこそ地域からの推薦で、地域からという

話なのですけれども、結局、避難所運営会議があ

る程度動いているところの地域の人たちだからこ

そ、こういう声も出るし、こういう人たちを集め

て話できるよねという話だと思うのですけれども、

その後、そもそも避難所運営会議自体が機能して、

そこに防災リーダーとか、その女性防災士の人を

増やせる環境をより大きくしていかなくてはいけ

ないと思うので、結局、前のＡ、Ｂ、Ｃランクつ

けたところの、例えば一番何もやってないですよ

といったところの「Ｃ」が結構あったと思う。そ

ういうところも働き掛けて、この１年間、どんな

感じになっているかを、まず教えていただきたい

です。 

○災害対策課長 今現在でも、Ａ、Ｂ、Ｃの整理は

まだできておりませんけれども、今、災害対策課

の方では、避難所運営支援員という形で、会計年

度職員、雇用させていただいておりまして、その

者が、避難所支援を専門に今、取り組んでいると

ころでございますので、そういった活動にまだ結

びついていないところも含めて、担当をして、働

き掛けを今行っている状況でございます。 

○杉本ゆう委員 もう５年前になりますけれども、

台風１９号のときに、避難所いろいろ開いて、も

う大混乱だったとはいえ開けた。開くのは開けた

という感じだったと思うのですけれども、特にこ

の数年、特に今年の場合は、震災のことを改めて、

地震対策というのを改めて考える年になっていま

すね、国内外で大きい地震があったということで。

そのときに、やっぱり今、あのときＣランクが付

いていた避難所運営会議が、地震で開けるかとい

うところが、すごい現状、不安なんですね。 

  もちろん、今回進めてくださっている、この女

性防災士とのいろいろやり取りしようとか、防災
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リーダーというシステムはすごくいいことだと思

っているので、これをまず、是非進めていただき

たいのですけれども、ただ、今言ったように、そ

もそも足立区全体にある避難所運営会議の中で、

この制度を使えるところは、Ａとかそういうラン

ク付いているところでしかできない制度だと思う

んですよね。もともと避難所運営がある程度でき

ているところではないと、多分、この制度生かせ

ないじゃないですか、地域とのつながりという意

味でも。 

  なので、そもそも、ふだんあまり動いていない

ところを、まず動かす作業をしないと、この制度

も使えないのではないかと思うのですけれども、

そこら辺どうでしょう、今後の方針として。 

○危機管理部長 今、杉本委員の御発言については、

もう私も、もっともだと思っています。やる気の

あるところは月何回も打合せをして、正にがんが

ん進めて、みんなでかなり密なコミュニケーショ

ンしているような避難所も幾つもある反面、むし

ろ本部長の方から、うちはやらない、要らないよ

と言って、なかなか顔合わせもままならないよう

な状況のとこもあって、千差万別です。 

  特に地元からそういった拒否態度というのです

か、うちはやらなくていいんだよと言われたとこ

ろについては、正直言って、執行機関の我々とし

ても今、苦労しているところです。 

  ただ、会計年度と先ほどおっしゃいましたが、

区民事務所長の経験者だとか、そういった職員を

今、会計年度で雇って、地元に入って、少しでも

顔を合わせて、訓練に向けて何とか地道にやって

いるところでございます。正直言って、今、解決

策がないのですが、定期的にコンタクトを取ると

か、我々としてもできる限りモーションは掛けて

いきたいというふうに考えております。 

○杉本ゆう委員 いつもこういう言い方して申し訳

ないけれども、区を批判したりとかそういうこと

ではないのですけれども、例えば、これで本当に

震災とかが起こったときに、ふだんから★★防災

リーダーとか、こういう人たちが行って、ふだん

からしっかりできているところは、多分、ある程

度うまく避難所運営回ると思うんですよ、ちゃん

と行っているから、ふだんから。 

  そうではないところがあったとして、しかも、

全くややこしい話が、さっき言った町会加入率が

低いというところで、多分、避難所に逃げてくる

人たちのいわゆるお客さんたちは、町会入ってい

ない人たちが多いわけですですよね。外から見る

と、結局、避難所は足立区が運営しているのだろ

うと一般の人たち思ったときに、ちゃんとふだん、

地域の人たちで協力受けて、できていたところの

人たちから不満が出ないのだけれども、結局、ふ

だん活動していないところで、例えば本当の震災

とか災害になったときに、そこがうまく回らなか

ったときに、足立区はこれまで何もやっていなか

ったではないかと、執行機関の人たちが、逆に一

般の区民からの批判にさらされてしまうのではな

いかと、そこがむしろ心配しているからこそ発言

なのですけれども、だとすれば、町会の方の方だ

とすれば、では、その地域に関しては、例えば皆

さん、うちの地域は避難所運営やりますけれども、

ただ、やっているけれども、やっぱり皆さんの本

音として、本部長もそうだし、副本部長もそうだ

けれども、みんな町会長は御高齢なので、実際問

題、地震のときにできるかどうか不安だというの

は、みんな心の中で思っているとすれば、多分う

ちはいいよと言ったところに対して、では、区と

してもうちょっと別の形で避難所を開けるように、

例えば、皆さん、もう結構です、全然手伝ってい

ただかなくて結構ですと言うと結構角が立つので、

本部長として、そこに当日は、座っていていただ
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いたりという言い方は変だけれども、是非お越し

いただきたいけれども、実際に実務については区

の方で別の方法を考えるので、実際にそういう訓

練の段取りもやりますから、一緒にやってもらえ

ませんかという感じでないと駄目だと思うんです

よ。 

  例えばそこで、さっき出てきた話が、これも実

は台風１９号のときの課題で聞いたのが、消防団

との関係。さっきの防災リーダーを新しくつくろ

うといったら、防災リーダーも、消防団と同じよ

うな報酬を払おうという話出ているみたいなので

すけれども、台風１９号は水害でしたけれども、

ある避難所では、避難所の人たちが、もう消防団

の人たちがいっぱいいたので、ちょっとこれ、何

か資材を運ぶのとか手伝ってほしいと言ったら、

消防団は消防団の方で決まりがあるので、それは

手伝いませんと言われてしまったという話なんで

すよね。 

  だとしたら、ふだんからその運営会議の中で、

消防団の人たちも、その地域の消防団、いろいろ

分団ありますけれども、学校によっては、その分

団の学校の学区域と分団の区域違うでしょうけれ

ども、そこはうまく担当を決めておいて、ふだん

からの話合いにそっちを混ぜておく。消防団のこ

となので、区が直接管理できる人たちではないか

ら、そこはもちろん消防庁の方との話もしなくて

はいけないと思うのですけれども、ある程度そう

いう人たちを絡めておかないと、多分、そのＣの

ランクが付いている避難所運営の地域では、もう

何もできないのではないかなと思うのですけれど

も、どうでしょうかね。 

○危機管理部長 消防団の方が避難所の手伝いとい

うのですか、サポートというのは、私も基本は賛

成ですし、その方がいいとは思っています。 

  ただ、消防団の運営については、台風１９号の

後に、区長から東京消防庁の方に、そういったこ

とをサポートできないのかというので申入れとか

もしているのですが、今のところ、いい返事の方

はいただいておりません。ですので、そこについ

ては区長の方も、是非手伝ってほしいというか、

一緒にという気持ちもありますので、そこは引き

続き求めていきたいと思っています。 

  それと、避難所全体の運営として、震災のとき

不安だとお声ありましたけれども、今、我々とし

ては、今以上のものの対策や避難所をしっかりで

きるというのは、やれるだけはやっているのです

が、正直言って、新しい仕組みというのは難しい

というふうに思っています。 

  ただ、このままですと、震災のときには開かな

くなる。そんな可能性もあるのは正直なところだ

と思いますので、例えば今、防災士を活用して、

足立リーダーをつくって、タイムラインを動かそ

うと、外部の防災士を入れて、その地区を動かそ

うという試みやっていますので、これが、外部の

防災士が地元に入ってうまく回るような仕組みが

できれば、避難所運営とかの方も可能性の検討は

広げられると思いますので、とにかく、今、遅れ

ていると指摘がありましたが、そういった新しい

試みもしながら活用を広げてやっていく。そんな

ことを模索しながら進めていく以外、震災のとき

でも足立区内が十分に回るようなのは、見当がつ

かない状況ですので、とにかく進めていけるよう

に、我々としてはできる限り尽力したいというふ

うに思っております。 

○杉本ゆう委員 今、危機管理部長おっしゃってく

ださったように、もう地震のときは想定外の連続

だと思うので、準備してそのとおりできるとは思

っていない、ふだんちゃんと訓練しているところ

も。なので、何度も言っていますけれども、別に

あれやっていない、これやっていないと批判した
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いわけではなくて、例えば、そのＣランクのとこ

ろで一番危惧されるのは、当日、誰も学校の鍵を

明けに来ないという、さっき、正に部長おっしゃ

っていたような、万が一そういうことがあったと

きに、例えばなのですけれども、区の職員である

とか、特に消防団の人なんかは、正に非常勤の公

務員なわけですから、ある程度強制力を持って、

そこに出動させることができるわけですよね。 

  ただ、今日考えていた防災リーダーの方は、防

災士の方が、区としてどの程度までその災害のと

きに強制力を持って指示できるのかというのが、

結構重要なポイントになってくると思うんです。 

  地域の足立防災リーダーの方が、例えば今言っ

たＡとかＢとかも、ふだん一応何かしら動いてい

て、学校の鍵がどこにあってとか、うちのあたり

の学校の場合は、災害時はもう入り口の窓を破っ

ていいから、そこら辺、ドア開けなさいと決めて

いるんですよね。そういうのが、例えばＣランク

のところ、それがふだん共有、地域でできてなか

ったときに、その地域で何人かで構わない、取り

あえず学校を空けて、避難所としてドアを開けら

れれば、そこに取りあえずばらばら人が来て、何

のルールで決まってなかったとしても、人間そこ

にいっぱい集まっていけば、誰かしら仕切る人が

出てきて、取りあえずは避難所らしく、だんだん、

最初はごたごたがあったとしても、最終的には避

難所らしい体はちゃんと完成するとは思っている

んですね。 

  ただ、そもそも地震で逃げてきて、入れないよ

という状況というのが、本当にそれで何もなかっ

たら、誰かしらが多分、窓を割って入るのでしょ

うけれども、何人かそもそも学校を開けられる人、

今、別に、さっき言った、ここは難しい話ではな

くて、最低限Ｃのところでも、絶対にそのドア、

学校を開けて、避難所自体を、本当に物理的にド

アを開ける。それだけでもできるようにするのは

可能なのではないかと。そう難しいことは言わな

いので、それの対策は、今のやっていることと並

行してやる。プラス、地域の人なりその関係、Ｐ

ＴＡの人にも言っておく。消防団の人、誰かしら

に言っておけば、ここの学校、こうやって開ける

んだよと分かっている人が多分１人ぐらいは現れ

ると思うので、そういう対策が要るのではないか

なと思いますけれども、どうでしょうか。 

○災害対策課長 今、震災のお話、杉本委員の方で

お話しされていますけれども、水害時の派遣職員

というのが決まっているのは御案内だと思います。

先ほど危機管理部長の方からも、これから説明会

をやってという話していますが、出水期前までに、

この職員と、学校と、あと地域の方々での顔合わ

せというのをやるように、我々の方から働き掛け

をしてやっていきますので、最低限その顔合わせ

をしていただいて、鍵がどこに在って、どうやっ

て入るのかというところのレベルまでは、地域の

方でやっていただけるように進めていきたいとい

うふうに考えます。 

○危機管理部長 １点だけ補足です。震災のときの

手順書というのは、各避難所で今年度作る予定で

す。その中には当然、鍵での開け方、カードのと

ころもあれば、施錠型のところもあります。最後

は窓を割って入ってもらうような、そういったこ

とも、手順書の中でルールを各避難所でつくるよ

うにしますし、それをちゃんと地元の人に理解で

きるように、そこは努めていきたいというふうに

考えております。 

○吉岡茂委員 かつて、我々、台湾に視察に行かせ

ていただいた、その２日目の朝なのですが、４月

の３日に大きな地震が発生しました。そのときは

確かに大きく揺れていて、大変だなと思っていま

した。それから帰ってきて、帰国後に報道で見た
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のですけれども、発災後３時間で避難所が、官民

の連携で３時間後に避難所が開設されたというふ

うに報道されていたのですが、今、それぞれいろ

いろな委員から、それぞれ様々な意見だとか質疑

がありましたけれども、足立区としては、今、例

えば大きな地震が発生したときに、大体何時間で、

どの程度の避難所を開設するという、何かそんな

ような目標とか、そういったものは設定している

のでしょうか。 

○石毛かずあき委員長 その前に、すみません、委

員長から一つだけお願いがあります。 

  この報告の内容に絡むような形で、例えば避難

所の全体の運営のことだったり、また、その運営

に、例えば防災士を使う、活用するとか、リーダ

ーを活用するとか、様々な、これ報告の中で絡め

ていただくのは結構ですので、そこの１点だけ、

どうかよろしくお願いいたします。 

○吉岡茂委員 では、その他でやります。 

○石毛かずあき委員長 よろしいですか。申し訳ご

ざいません。 

  そうしましたら、改めて、他に質疑はございま

すか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○石毛かずあき委員長 質疑なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○石毛かずあき委員長 それでは、その他に移りま

す。 

○吉岡茂委員 ということでございますので、その

辺については、どのように区としてはお考えにな

っているのか。発災後、何時間ぐらいで避難所が

開設できる、例えば鍵を開けるとか開けないとか

ということも含めて、どんなことを想定している

のか、お聞かせいただきたいと思います。 

○副区長 まずは、発災して３分以内は自分の身を

守って、そして、火の始末とかをする。その後に、

周りの火災の状況とか、そういうものを確認する

ということになりますので、早くても１０分たっ

て、自分の周りが安全であれば、そこから避難所

に行って、鍵を開けるというのが一番早いことに

なると思いますけれども、明確には地域防災計画

には載っていないということです。 

○吉岡茂委員 台湾の皆さんの話を聞きますと、日

本の災害対策だとか、そういったことを参考に、

台湾ではそういった作業を進めてきたというよう

な話をされておられました。 

  なので、我々のこの日本がやろうとしているこ

とを、実際に台湾は現実のこととして、３時間で

避難所開設まで至っているという、この現実はす

ごく重要だと、私は印象に残っておりますので、

その辺について、もう一度改めて検討してほしい

というふうに思うのですが、いかがでしょうか。 

○危機管理部長 できるだけ早くというのは、これ

からの避難所運営訓練でお話をしていかないとい

けないかなと、今のお話を聞いて思いました。 

  ただ、時間といいますと、例えば地震があると、

まず身を守るというお話ありましたが、そのとき、

公園とか行って、いっとき集合場所で集合して、

まず集まって、火災から逃げるために、避難場所

でまず火事をよけて、それで安全を確認されてか

ら、避難所を開けてもらうとかという作業になり

ますので、時間的な設定ができるかどうかという

のはちょっと考えさせてください。そんな状況を

見ながら、避難所運営訓練の皆さんとは、考える

機会はつくってみたいと思います。 

○吉岡茂委員 是非、そういうところだと思うので

す。何が言いたいかというと、絵に描いた餅では

何の意味もありませんので、やはり日本の考え方

だとか防災に関しての災害に対する意識を、台湾
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の方が学んで、実際に３時間でそうやって避難所

を開設して、決して悲観的にならない。しかも、

悲観的にならない。被災した人たちが悲観的にな

らない環境で、避難所が動いていたというような

話を聞きましたので、是非その辺は、我々も意識

していきたいなと思いますし、是非区としても、

その辺も少し頭の片隅に置いて、今後、検討して

いただきたいと。要望でございます。 

 以上です。 

○へんみ圭二委員 情報連絡で。火災件数について

ありました。これ見ますと、令和４年から令和５

年で７４件も増えている。１．５倍以上になって

います。焼損床面積でいうと、２３区で群を抜い

て１位になってしまっている。これは本当に大き

な問題だと思うのですが、区としては、この原因

はどのようにお考えでしょうか。 

○防災力強化担当課長 こちらにつきましては、件

数は、例年前後がありますし、焼損床面積も年に

よって前後があります。今回、焼損床面積の方が、

群を抜いて１位とおっしゃいましたが、今年度に

つきましては、東京消防庁管内全体での焼損床面

積が低い状況でした。 

  ただ、足立区につきましては例年と変わらない

というような状況で、このような結果となってお

ります。同じく令和２年に、同じように火災件数

が、足立区が１位になってしまったこともありま

すが、こちらも東京消防庁管内全体で、火災件数

が今までで一番少なかったというような状況です。 

  原因につきましては、やはり住宅の多い地域で

すので、どうしても焼損床面積は増えてしまうと

いう形になってしまいます。 

○へんみ圭二委員 火災件数見ても、港区、新宿区

に次いでの第３位ということで、港区、新宿に比

べると、面積も、住戸数も、足立区の方が大きい

ですし、そのあたりは仕方のない部分もあるのか

なと思うのですが、ただ出火原因で、放火が２

５％もある。このあたりについて、やはり何かし

ら対策をしていくべきではないかなと思うのです

が、何か対策を、区として考えているということ

はあるのですか。 

○危機管理部長 方策という意味でいくと、燃える

ものを家の周辺に置かないというのが一番の啓発

なので、そこは火災予防運動で消防とやらないと

いけないのですが、我々としては、青パトを区内

４台回していますので、火災発生が多いエリアな

んかを注視して、そこに回すとか、そんなことも

検討していきたいというふうに思います。 

○へんみ圭二委員 そうした意識を高めていくとい

うことにおいても、やはり消防団を増やしていく

ということも、非常に重要なのかなというふうに

思うのですが、消防団、私も入っていますけれど

も、本当に人が今、足りていなくて、若い人をど

うやって増やしていくのかというところで、非常

に今、我々も苦労しているところあるのですが、

是非、区としても消防団と一緒になって、人員を

確保するということを進めていただきたい。 

  特に、前も申し上げましたが、若い人たちを増

やしていくためには、多分、学校とか保育園、幼

稚園とか、そういったところの保護者の方に働き

掛けをできるような、そういうイベントを各地域

でやっていくとか、何か対策を一緒に考えていた

だきたいなと思うのですが、そのあたりはいかが

でしょうか。 

○危機管理部長 そんな御提案が、以前もたしかあ

ったと思います。そんな御提案がありましたので、

３月、アリオで、我々震災のイベントをやりまし

た。そのときには、消防団お声掛けして、一緒に

イベント参加してもらう。たしか救命のデモンス

トレーションとか体験をやっていて、そこで一緒

に募集のチラシなんかを出すということで、初め



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

 ２５  

 

てやらせていただきました。そんな取組をまた検

討させていただければと思います。 

○へんみ圭二委員 そういった取組も進めつつ、各

地域で、例えば、幼稚園で防災訓練を消防団と一

緒にやるとか、そういう小さな取組というのも、

進めていけるといいのかなと思いますので、その

あたりについても是非、検討いただきたいと思い

ます。 

  あと最後に、先ほど杉本委員から、１９号のと

きの消防団のことについての話がありました。私

は実際、そのときに消防団員として夜中じゅう動

いていたのですが、本部に詰めていなくてはなら

ないので、途中までは各学校を回ってお手伝いを

しましたが、本部に途中からずっと詰めている状

況で、それぞれの学校が、本当に高齢者の方々が、

本部で一生懸命やっているという中で、例えば寝

たきりの方を２階に上げるということもお手伝い

しましたが、途中からはもう本部にいなければい

けないということがじれったくて、じれってくて、

途中で、やっぱり避難所が大変な状況があるから

お手伝いに行きますということで、お手伝いに行

ってしまったのですが、是非、消防庁の方々に、

本部に何人ぐらいは詰めていなくてはいけないの

か、逆に言うと、何人ぐらい、それぞれの避難所

に手伝いに行ってもいいのか、そういったことも、

もしできるのであれば、話合いができないのかな

と思うのですが、そこは消防庁はいい返事がない

ということでしたが、どのような考え方になって

いるのでしょう。 

○危機管理部長 今のへんみ委員の御質問に対して、

何人がという話でいくと、多分それについては、

具体的な数字はもらえないのかなと思います。一

応答申で出して、１回返事が来たものがあったの

ですが、何か白とも黒とも言えない、グレーのよ

うな返事で、すみません、すっきりとしない回答

で、ここで私、明確にこういう返事でしたという

のは申し上げられません。そちらの方の回答につ

いて、改めて頂いたものについてはお渡しします

ので、そこで御確認いただければと思います。 

○へんみ圭二委員 分かりました。そこも見せてい

ただきたいなと思いますし、本当に何にも指示が

ないまま、本部にずっと詰めているという状況で

したから、そういったことがなくなるように、定

期的に消防庁の方にも意見を上げていただいて、

いざというときに消防団がしっかりと動くことが

できる体制を整えていただくということを、是非

やっていただきたいと思うのですが、今後、消防

庁と、そうした意見交換を行ったりということは

あるのでしょうか。 

○危機管理部長 年に２回ないし何回か、消防団運

営委員会というのがあります。区の方では、区長

が委員長を務めています。あと区議会議員の先生

たちも何人か入って、あと東京消防庁と消防団の

方と、そこでいろいろな議論をします。 

  たしか、私の記憶ですと、台風１９号の後に、

消防団の避難所の運営にもというので答申をした

というふうに記憶しています。ですので。そうい

った場で議論して、話をするのが一番良いかと思

いますので、次回、８月ぐらいに、たしかあると

聞いていますので、そこでは区長も出ますので、

そこで議論されるのが、私は望ましいのではない

かと考えております。 

○へんみ圭二委員 分かりました。 

○渡辺ひであき委員 今年に入っての地震の回数と

いうのを調べてみたら、去年は、１年間で震度１

以上の地震が２，１３９回、５弱以上の地震は８

回だったそうですけれども、今年はもう既に震度

１以上の地震が、１，１００回以上起きていて、

震度５弱以上の地震は、もう１９回起きています。

これは能登半島地震の部分が５弱以上というのは
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多いのでしょうけれども、ただ、感覚として、皆

さん同じようにお持ちなのが、日本全体が揺れて

いるなという感覚を持ちなのではないかというふ

うに思っています。 

  そこで、そんなことをつらつらと調べていたら、

富士山の噴火のことに行きついたのですけれども、

東京都は様々な概要をつくっておりますが、区の

中では、富士山の噴火があった際のことについて

議論されたことはあるでしょうか。 

○危機管理部長 実は、以前は地域防災計画に掲載

されていて、一応、対応の基本的なことはあった

のですが、令和３年の改定のときに一旦落として

しまいました。実はこの委員会でもそんな話があ

って、今回の改定では、もう一回復活させようと

思っています。 

  ですので、我々としては、現在、富士山の噴火

に対して東京都が地域防災計画で書き込んでいた

り、対応だとか出していますので、今、そこのと

ころの情報を集めているところでございます。 

○渡辺ひであき委員 都も当然、都や市区町村だけ

でその対策ができるというふうには考えていなく

て、国に対して要望を従前から出しているようで

すけれども、令和２年の４月の中央防災会議が、

シミュレーションを、東京都や各自治体に出した

以外のことをやっていないということであります。 

  何が申し上げたいかというと、災害対策ですか

ら、最悪の事態を想定して、様々私たちは考えて

いかなければいけないという意味で申し上げてい

るのですけれども、例えば勾配が１０センチある

と、もう自動車は走れないということになるそう

ですけれども、そのとき、避難所なのか屋内なの

かよく分かりませんが、とにかく区民の皆さんが

困った際に、何か、区としてできることというの

を想定していく必要があるのだろうというふうに

思います。 

  それで、避難所の場合は、その際は、物資があ

れば何とかなるのかなというふうに思いますけれ

ども、一つ、その中で、いろいろな物資のものが

書いてあったのですけれども、ゴーグルについて

は、これはそのような場合に役立つのだろうとい

うふうに思っていて、そんなにたくさんは要らな

いけれども、避難所に１個ずつぐらい、又は部、

課の中で少し持っているぐらいのことはあってよ

いのかなというふうに思うのですが、いかがでし

ょうか。 

○災害対策課長 先ほど、危機管理部長が御答弁申

し上げましたとおり、今の基本計画の中で、噴火

関係入っていないということもございますので、

今後、載せていく中で、今、東京都の情報収集を

していて、あと必要なものについても、併せて情

報収集させていただいて、基本は自助の中で、各

御家庭、御自身でそろえていただくのが一番かな

と思いますが、必要な物品については、備蓄の方

も進めていきたいというふうに考えております。 

○渡辺ひであき委員 いずれにしても、そのことに

ついて情報を集めているというふうに言っていた

だいたので、また何かの折に、委員会の中で報告

をしていただければと思います。よろしくどうぞ

お願いします。 

○小林ともよ委員 私の方では、皆さん台湾に行っ

ていた間に、私たち区議団、能登の方にボランテ

ィアに入っておりました。 

  羽咋市という、液状化が大変被害の大きい市の

方でボランティアに入っていたのですけれども、

その中で聞き取り調査もしてまいりまして、一つ

の家庭は、ペットが、犬が４匹いて、津波警報も

聞いているのだけれども、この４匹をどうやって

一緒に避難したらいいかが全く分からなくて、も

うここで一緒に死ぬしかないというような覚悟を

決めて、家にとどまったというお話も聞いている
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んですね。足立区では、やっぱり水害時は一緒に

居室に入れますけれども、震災時はペットとは

別々ですとか、あとケージを持参してほしいです

とか、いろいろな何かハードルが、まだまだ多い

かなと私も思うんですね。 

  先ほども副区長がおっしゃっていましたように、

もっとペットと一緒に避難できやすいようにして

いくということですけれども、１個１個の今ある

ハードルを下げていくということも必要だと思う

んですね。なので、受入れ体制の充実をこれから

も図っていくべきだと思うのですが、いかがでし

ょうか。 

○企画管理部長 我々も、今は昔と違って、やはり

ペットは家族ですので、そこに対しては、気持ち

の上では十分ケアしてあげたいという気持ちは、

もうそこは十分あります。 

  ただ、受け入れる避難所の方たちとも現場で調

整をしないといけませんし、彼らの意見も聞かな

いで、ペットの一方的な受入れを区が決めるとい

うのは難しいと思っていますので、そこは現場の

避難所の意見も聞きますし、専門家の獣医師会の

意見も聞いた中で、区として、どのラインがやる

べきラインかというのは決めていきたいというふ

うに考えております。 

○小林ともよ委員 是非、地域の方、たくさんペッ

トを飼ってらっしゃる方いますので、地域の方の

声も、そして、もちろん避難所運営をするサイド

の方の声も聞いて、調整して、これからも充実さ

せていただきたいと思います。 

  あと、また、この訪問した先で、障がいを持っ

た家族がいて、液状化の被害が大きかったので、

家は建ってはいるのだけれども、傾いたりして危

険だったという中でも、この羽咋市というのは、

ほとんどマンションとかない、集合住宅がないよ

うな地域、私たち入ったのですけれども、なので、

近所付き合いはもちろんあるんですね。みんな御

近所の方の顔を知っていたにもかかわらず、やっ

ぱり周囲に協力お願いできなくて、どうやって避

難したらいいのか、すごい困ったというお話も聞

いております。 

  この間、私も何度も要望してまいりましたけれ

ども、やはり周囲の人、知り合いでも頼めないと

いう状況があるわけですから、やはりそういった

ところに足立区が支援して、入っていただいて、

周囲の方と、そういった介護が必要な方、要支援

者の方、結ぶような役割を、区が積極的に果たし

ていってもらいたいなと思うのですが、いかがで

しょうか。 

○副区長 現実問題として、区の職員がそこに行っ

て支援するというのは、かなり難しいと思います。

やはり地域の中で、そういった助け合う、いわゆ

る自助のあとは共助ですので、共助の仕組みをつ

くれるように区が働き掛けていくというのが、ま

ず第１かなというふうに思っています。 

○小林ともよ委員 すみません。私、そういった意

味で質問させて、申し訳ないです。計画づくりで

すね。是非、計画づくりというのは、一緒につく

っていけると思いますので、その点では、福祉部、

そして、あと地域のちからとかも一緒になって、

横断的にやって、取り組んでいくことが必要と思

いますけれども、いかがでしょうか。 

○福祉管理課長 前回、議会のところで御答弁させ

ていただいておりますが、まず水害になりますが、

個別避難計画の中で本人同意を得て、まずはその

中から、同意を得た方に関しては、例えば避難所

運営会議のところに結びつけるとか、そういう形

で、まずは、働き掛けはしていきたいというふう

に考えております。 

○小林ともよ委員 是非お願いいたします。 

  それと、４月１５日、先週の月曜日なのですけ
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れども、放射能汚染から子どもの健康を守る足立

北地域の会の方と、区の方で懇談させていただい

て、校庭に埋設された放射能汚染土について懇談

した件で、確認をさせていただきたいと思うので

すけれども、校庭に放射能汚染土、埋設している

部分に関しては、地表５センチの高さで放射線量

を測っていただいているということで、皆さん安

心して帰られたのですけれども、埋設場所の表示

もしてほしいという要望もあったけれども、測定

して危険がない数値だったので、子どもの行動を

制限することにつながりかねないということで、

表示はしないという結論だったのですが、教育委

員会とも共有して、子どもたちに直接関わる校長

先生や教員などには、埋設場所の情報を共有する

ということを検討していくというお答えでしたが、

それは実行していただけるのでしょうか。 

○危機管理部長 もう既に校長会の方で、教育委員

会の方から、そういう対応とか、埋設場所とかの

説明をして、引継ぎの方を徹底するように周知を

したところでございます。 

○小林ともよ委員 ありがとうございます。 

  では、それで、この懇談の中で、私、気になっ

たことがありまして、それに関してもうちょっと

質問させていただきたいのですけれども、統廃合

された学校の跡地利用や建て替えの際に、工事の

前には、埋設された汚染土の放射線量を測定して、

数値が高くなかったら掘り返して、数値が高い場

合はそのまま埋設した状態にすると、以前聞いた

ことがあるのですけれども、その測定はシーベル

トで、空間線量であって、土そのものの放射性物

質を測定したわけでないということで、ちょっと

驚いたのですけれども、掘り返した汚染土が、強

風に舞って吸い込んだりしたら、内部被曝する恐

れがあるのではないかなと思うのですけれども、

いかがでしょうか。 

○資産管理課長 基本的には、今、施設営繕部に、

そういったところを聞いていますけれども、地表

に出るような対応はしていないというところなの

で、基本的には、そういうふうに外に飛散するよ

うな対応はしていないということで伺っています。 

○小林ともよ委員 埋設の深度というか深さが、結

構浅いところもある。３０センチとか５０センチ

とかというところもあると思うのですけれども、

そういったところに関しても大丈夫だということ

でしょうか。 

○危機管理部長 すみません、事前にお話しなかっ

たので手元、資料ないのですが、それを埋め戻し

するときに、たしか文部科学省だか国の基準に基

づいて、深さがとか、そんなやり方がという手順

書を見てやったという記憶が、たしか私、去年か

おととし調べたとき、そんな記憶あるんですよね。

すみません。そこは定かではないので、後ほど調

べて、別途、御報告させていただきます。 

○小林ともよ委員 例えばというか、その基準も、

掘り返すことを多分、前提とはしていないのかな

とも思うので、その辺も明確にしてお答えいただ

ければと思います。 

○石毛かずあき委員長 要望でよろしいですね。 

○岡安たかし委員 すみません。時間も時間なので、

最後なので３点だけ。 

  まず１点目が、先ほど来出ているペットのこと

なのですが、ペットに関しては、もうコロナ前か

ら、１０年ぐらい前から、特に我が党は、議会質

問や予算決算特別委員会等でも取り上げて、その

度に区もブラッシュアップしているのか、ぶれな

がらも前進しているのか、答弁は変わってきてい

るんですね。 

  最初は地域防災計画、一番最初のやつなんか、

本当、数行しか入っていなかったと記憶しており

ます。同行避難が原則です。★★で聞くと、例え
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ば犬に関しては、小型犬以上は、中型犬、大型犬

は全部、校庭のうんていとか鉄棒につないで、そ

こで過ごしてもらうと、こういう答弁でした。そ

んなことを伝えたら、全然もう飼い主の人たちが

納得してなくて、また★★等で、そういう答弁が

あったけれども、そういうのは、皆さん納得して

いないですよと。また、そうすると、獣医師会や

団体の皆さんとも意見を聞きながら、また、より

いい方法を考えていきますみたいな答弁があって、

その後、先ほどあったＮＰＯなんかともヒアリン

グしたり、あれ、でも、猫ですよね。猫ちゃん。

大体猫と犬ですから、ほとんどのペットは。それ

はそれでいいのですけれども、それとか、獣医師

会の皆さんとも相談しながら、地域防災計画にも、

少しペットという点では充実してきた記載になっ

てきましたけれども、我が党はたしか一般質問、

代表質問に、他市の先進事例として、ペットの避

難指針というマニュアルをつくって、こういうこ

とをやっているところもあるから、足立区もつく

って、しっかりこれを配って周知すべきだと。い

や、ホームページにこういうふうに書いてあると

か、地域防災計画にこうやって、それぞれの避難

訓練でも周知しているとかそういう話で終わって

しまっていて、知らないですよ、でも、そんなこ

と、皆さんに聞くと。その辺、では、今、中央本

町の区役所の前に出て、犬を散歩している人に、

いざというときの避難のやり方知っていますかと

言ったら、同行避難というのは聞いているけれど

もぐらいしか、それで終わっちゃうんですね。 

  あの台風１９号のときは、様々、その避難所で

運営方法変わったんですよ。それも運営本部長の

やり方で、あるところは、もう１部屋設けて、そ

こに犬を全部入れたというところもあったり、拒

絶したところもありました。やっぱり徹底されて

いないんですよ。相変わらず１０年前と同じよう

な答弁です、今でも。 

  だから、やっぱり、もういいかげんペットに関

しては、これだけ、先ほども、家族だなんて危機

管理部長おっしゃるのですから、実際そうです、

また飼っている方は。しかも犬と猫だけではない

ですよ。中には鳥、または子豚とか、もっと言え

ばイグアナとか、いろいろあるんですよ。どうす

るのかというのを、区民の一人一人が、飼ってい

る人が、こうしなくてはいけないという災害時に、

水害時、また地震のとき、避難所に行ったらこう

だというのをその人が分かってなければ、ただ連

れてきちゃうだけですから。これでは困るし、や

っぱりちゃんと徹底する意味でも、これは別に答

弁求めませんが、もういいかげんペットに関して

は、しっかりとした方針を決めて、冊子を作った

りして周知していく。これが大事だと思うので、

よろしくお願いしたいと思います。 

○危機管理部長 今回、ガイドラインをつくって、

そこはお示し、紙でしたいと思っています。もう

はっきり申し上げれば、避難所に連れてこられる

ペットと、やっぱり連れてきたらまずいペットが

いますので、そこは明確に線引きしたいと思いま

す。 

  できれば、これはこの後、皆さんとの相談にな

るのですが、連れてこられない方にはどういう対

応をすればいいのかという、アナウンスできるよ

うなものを、紙として、我々はできればいいと思

っていますので、そんな方向で、今後進めていき

たいというふうには考えております。 

○岡安たかし委員 大事なのは、避難所もそうです

けれども、やっぱりペットを飼ってらっしゃる当

事者の皆さん方が理解する。ここが大事だと思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  昨日、おととい、昨日ですか、ニュースでも流

れた、桜の木が倒れて、京都の三年坂で。今、環
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境の方で樹木医さんがずっと調べて、全部終わっ

たのでしょうかね、一旦は。樹木の管理体制とい

うのをしっかり組んでいただいていますけれども、

やっぱり台風とか地震で、また倒れてけがをする、

あるいはお亡くなりになる、あるいは緊急避難道

を塞いで、それぞれ車が、もう走らなくなるなん

てことも考えられるわけですから、この辺はどう

なんでしょう。環境部と連携取って、今、樹木に

関しては、足立区はこういうふうにやっているか

ら大丈夫だというのも、皆さんの中で共有した意

識として持てるぐらい、ちゃんと、しっかりと連

携できているのか、そこを教えてください。 

○副区長 すみません。今、担当がおりませんので、

はっきりお答えできませんけれども、一時期、そ

ういった倒れた樹木があったので、一斉調査した

ことがありました。今、どういう状況かというこ

とをまた改めて確認して、調査をするようにした

いと思います。 

○岡安たかし委員 一時期ではなくて、最近やって

いるんですよ、また。それ、ちゃんと把握してい

ただきたいと思うし、はっきり言って、今そこに

並んでいる管理職の皆さんが、分かっていなけれ

ばいけない話だと思うので、是非ここは共有して

いただいて、よろしくお願いしたいと思います。 

  こういう危機管理、災害対策に資する、そうい

う課長、部長が、区民の方にこの樹木のことを聞

かれたら、こうなっていますよと言えるぐらいで

ないといけないと思うんです、調べますではなく

て。よろしくお願いしたいと思うんですね。 

  もう１点は、これは最近、町会・自治会の方と

集まったときに雑談の中で出てきて、足立区は、

津波が起こるような地震が起きたときに、津波に

関しての対策どうなっているのと。私は、津波に

関しては、足立区は心配ないと思いますよと。ど

う心配になるのと。それ、みんな知らないよと言

うんですよ。どこに、こうこうこうだから心配な

いというのまでみんな知らないけれども、何がど

うして心配なのと。 

  普通に考えれば、足立区までに、中央区だのい

ろいろな区があって、東京湾から津波が来たって、

いろいろなビルも建っているし、大丈夫なのでは

ないかなと思うのですがみたいな、川を来て、い

や、水門で閉めますからと。その水門の脆弱性と

かそういうのも、一時期、詳しい人がいるんです

よ。そういう報道をされたこともあるんだと。東

京都や国の方で、それを何年か掛けて、それをま

た刷新するという報道も数年前にあったのだけれ

ども、その辺どうなっているのとか、かなり津波

に関しても、３．１１もそうですし、今回の愛媛、

高知県の宿毛のあの地震も津波、津波で、津波と

いうのに敏感になっていて、足立区は津波に関し

ては、こうこうこうだから、絶対大丈夫とは言え

ないけれども、かなり危険度は低いですよという

のも周知してもらう必要があると思うし、区民に

理解してもらう必要あると思うのですけれども、

その辺は、現状と区民への周知、どうなっている

か教えてください。 

○危機管理部長 まず、影響なのですが、江戸時代

の元禄地震の規模でいくと、１メートルぐらいの、

津波の影響で水位が上がるというふうに我々考え

ております。 

  満潮の川の高さでなければ、それで津波が来る

とかでなければ、基本、河川敷にはそれほど影響

はないですし、区民生活には、ほぼ影響ないとい

うふうに思っております。 

  ただ、区民への周知という点では十分されてい

ませんし、我々も実際やっていないというのが正

直なところでございます。 

○岡安たかし委員 そうなんですね。やっぱり津波

一つだけでも、足立区はこうこうこうだから、大
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分危険度は低いのだろうなというのが分かってい

ないと、それだけ、また一つ不安が増えるだけで

も、災害に対してのストレスが増えてしまうんで

すね。 

  １個１個潰していく。先ほど言ったように、ペ

ットを飼ってらっしゃる方は、ペットのことも考

えなくてはいけないけれども、ペットを飼ってい

ない方は、そこのストレスはないわけです。とこ

ろが、津波となると、あるいは、さっき言った活

火山の富士山ではないですけれども、浅間山もそ

うですけれども、そういったところの危険性まで

考えてしまう人は、それ考えているだけで、もう

パニックになっちゃうぐらいの人もいるわけです

よ。 

  やっぱり一つ一つ、津波に関しては、こうこう

こうで大丈夫ですよ。それから、やっぱり水害時

の垂直避難に関しても、こういうふうにやってい

ますよ。しっかりと理解していただく。分かって

もらう。その周知は大事だと思うので、もう一度

決意というか、しっかりと、こういう方法でやる

というところまで、広報部の方とも相談しながら、

あるいはＳＮＳも駆使しながら、こういうふうに

やっていきたいというところも是非、決意も教え

ていただければと思います。 

○副区長 御意見もっともだと思います。ただ、津

波、高潮、台風、線状降水帯、地震、たくさんご

ざいまして、どういう情報を、どのタイミングで

お知らせすると区民の方に分かりやすくできるの

かというのは、非常に難しい課題あります。 

  ただ、広報でも特集号とかもやりますので、そ

の中で、なるべく分かりやすいような形でやって

いきたいと思います。 

○吉田こうじ委員 すみません。もう時間も迫って

いるので、１点だけ。 

  先ほど杉本委員からも、避難所運営会議の件で、

なかなか機能できない地域もあるというお話があ

りました。台風１９号のとき、実際、私の地域で

も、一度も避難所訓練をやったことないようなと

ころが開かなくてはいけないことになって、てん

やわんやになって私もお手伝いをしたという経緯

もございました。 

  水害のときは、本当に大変な、危険な地域も足

立区の中にはあるので、そういうところの方々は、

本当にタイムラインもつくって、しっかり機能し

ているところが多いのだろうなとは思うのですす

けれども、そうではない地域でも、開かなくては

いけなくなった場合に、これは先ほどのお話では

ないのですけれども、地域で、例えばごみゼロ運

動をやりましょうとか、地域で歩け歩け運動をや

りましょうとかという、そういう運動論の話では

なくて、やはり住民の方々の命に関わってくるよ

うな問題でもあるので、私は、なかなか避難所を

開いていくのに大変だなというところに関しては、

一つ一石を投じさせていただければ、民間委託と

か業務委託も、私は視野に入れなくてはいけない

のではないかなという時期が、来ているのではな

いかなというふうにも思うのですけれども、避難

所運営に関して、民間に一部、例えば委託しよう

とか、そういうことを、業務提携というのも含め

て、いろいろな団体も含めて、民間企業も含めて、

民間に委託しようというような議論をなさったこ

とがあるのかどうか、一度お聞したいのですけれ

ども。 

○災害対策課長 避難所運営の質の向上ですとか、

いかに動かしていくかというところで、民間委託

というお話ですが、これ、実は私どもも一度、検

討はさせていただいております。 

  先ほど、会計年度の避難所運営支援員を今、採

用しているようなお話を申し上げましたが、それ

を採用するに当たって、会計年度でいくのがいい
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のか、そういった形で民間に委託するのがいいの

かという形での比較検討を内部でしたところです。 

  やっぱり委託、民間の方でやっていただきます

と、地域の中に入って、そういったものを動かし

てきた。なかなか難しいといったところで、金額

的にもかなり高いものになってしまうというよう

なところがありましたので、今現在は、避難所運

営支援員を雇用いたしまして、避難所の質が向上

できるようにという形で地域に入っているといっ

た状況です。 

○危機管理部長 １点だけ補足です。災害に、特に

地震のとき発災したときに、民間企業の場合です

と、必ずしも地元に住んでいるわけではないです。

区の職員が、まだ、こちらに来てから、適宜避難

所に行くのが早いのか、それとも民間に任せてや

るのかという検討をした場合、今、我々の判断と

しては、全部の避難所で全部の職員が行けるわけ

ではないのですが、まだ区での対応という方が正

しいと思っているところでございます。ただ、機

会があれば、そんな、今、吉田委員のおっしゃっ

た御提案、企業に聞く機会があれば、伺ってみた

いとは思っております。 

○吉田こうじ委員 今回、備蓄倉庫を将来的にとい

う、そういう取組も今後、区は進められていくと

思うのですけれども、やはり本当に、例えば震災

なんかで大きな大規模災害が起こったときには、

職員の皆さんの忙しさは半端でなくなるはずなん

ですね。そういうときに、長期間にわたって避難

所を、これは地域の方が、震災時は中心になって

いくのだと思うのですけれども、それでも、やは

り何か関わっていかなくてはいけないというのは

絶対出てくるはずなので、私は、水害時は一時的

な話ということが多いかもしれないのですけれど

も、特に震災時の避難所運営に関しては、民間委

託も視野に入れて進めていくというのは、私は大

切な視点ではないかなと思いますので、今、危機

管理部長おっしゃっていただきましたけれども、

今後も、事ある度に、その辺は排除しないで、議

論の一つとして進めていただいて、区民の皆さん

の命を守るのに一番いい方法を探っていっていた

だければなというのを要望したいと思いますけれ

ども。いかがでしょうか。 

○副区長 おっしゃるとおりだと思います。ただ、

１点、私、今、御質問を受けてぱっと思ったので

すけれども、鍵を開けるのに、地元の会社にお願

いするというのも一つだなと思ったんですよ、ま

ずは。そうしますと、本部長とか庶務部長が来ら

れなくても、近くの企業の方が開けてもらえると

いう選択肢が広がりますので、それも今、一つだ

なと思いました。 

  それと、長期間にわたる場合は、国とかの支援

はありますけれども、確実ではないので、確かに

東京都、人口多いので、やっぱりそういった企業

と委託を結ぶというのも、ほかはやっているかど

うか分かりませんけれども、それも検討したいと

思います。 

○高橋まゆみ委員 時間になっておりますので、簡

潔にお聞きしたいと思います。 

  私も台湾の視察の方、女性１人だったのですけ

れども行かせていただいて、担当の皆さんに優し

くしていただいてありがとうございます。 

  それで、花蓮の県庁の方も初日から視察入られ

て、避難所の開設というのも、きちんとパーテー

ションを組まれている映像が流れておりました。

予算でも言いましたけれども、スフィア基準をか

なり確実に守ってらっしゃるという印象がありま

したが、そのときに、台湾の県長さんの話を聞い

ていたときに、日本を手本にしてとおっしゃって

いたのです。なので、この言葉を聞いたときに、

うれしい反面という形に思ってしまったのですけ
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れども、この足立区で、このパーテーションだっ

たり、用意をされるおつもりはどうでしょうか。 

○災害対策課長 現状、パーテーションは若干しか

ありません。いわゆる、熱があったりとか、そう

いった方々をこうやって区画するためのものはあ

るのですが、一般に避難してこられた方のための

パーテーションというのは、今、ない状況です。 

  避難が長期化してくると、そういったもの、プ

ライバシーを守るものというのは、必ず必要にな

ってくるというふうに思いますので、今後、そう

いった避難所の中長期的な生活というのを見据え

た上で、必要な物品はどういったものかという中

で、恐らく、そういったパーテーションも出てく

ると思いますので、今後どういった形で備蓄する

のが可能なのかどうかということも含めて、検討

させていただきたいと思います。 

○髙橋まゆみ委員 ありがとうございます。是非、

進めていただきたいと思います。 

  あと、防災士の研修の中で、その話も出た中で、

段ボールでベッドを作ったりとかいうのが、日本

では、はやりみたいになっているのですけれども、

そもそもですけれども、この段ボールを使ったも

のというのは、簡易的に行ったことが発祥だった

のですけれども、今、段ボールが先行してという

お話になっていました。是非このパーテーション

の方が、プライバシーも守られるという形になり

ますので、お願いいたします。 

  あと、その中で備蓄の話になりまして、備蓄倉

庫が減らされていく。だけれども、備蓄倉庫が減

らされるけれども、備蓄を増やしていくという話

の中で、この中で、企業さんの見本といいますか、

話が出て、まず各家庭に配ってしまうというお話

があったんです。前にもこの災害対策でも出たか

と思うのですけれども、取りあえず備蓄倉庫がな

いのであれば、各家庭に配るという考えはどうで

しょうか。カタログリストですね。 

○災害対策課長 今時点で私どもは、何かしら区の

方で、何か買って配るという考え方は持ってござ

いませんで、基本的には自助の重要性というとこ

ろを訴えまして、各人、３日ですとか１週間です

とか、備蓄の方はしっかりしていただけるように

という働き掛けの方を、まずはしっかりやってい

きたいと思っています。 

○高橋まゆみ委員 あと、その備蓄の中に、水とい

うのが大きく場所を取るかと思うのですけれども、

この足立区で、浄水器みたいなものは備えられて

いますか。 

○災害対策課長 各避難所で、いわゆる、ろ水器と

いうのですけれども、そういったものは備蓄して

ございます。 

○高橋まゆみ委員 すごく安心しました。大体１０

万円程度で、手動でできるというものがあるとい

うので、是非その数を増やしていけば、雨水でも

飲めるような形になるというので、是非そろえて

いただきたいと思います。 

  あと最後に、３月の、先ほど話が出ました、ア

リオで防災のイベントがあったんですよ。私も行

かせていただいて、ちょっと様子を見てきました。

この消防団を増やすというところに力入れてらっ

しゃるのかなという形で、すごく子どもたちにも

声掛けされていて、すごくよかったなと思います。 

  消防団を増やしたいというのも、私も消防団な

ので、すごく思うのですけれども、前回も言いま

した会費だとか、操法訓練みたいなものが、すご

く消防団の重荷になっていて、今回、私も出る予

定なのですけれども、週に３回、更には日曜日ま

で、夜の７時から９時までやらなくてはいけない

というのは、本当に、家庭を持っているとかなり

きついんですね。こういったことを進めてしまう

と、消防団になってくださいという声掛けができ
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なくなるということもありますので、是非この会

費というのも御相談させていただきたいなと思い

ます。 

  あと、同じく町会のことも、先ほどちらっと出

たのですけれども、町会員を増やすというのも、

この会費がかなり大きいんですね。今回、年度替

わりで、私も１年間で６，０００円という会費を

取られるのですけれども、（「高い」と呼ぶ者あ

り）高いのですか。そうなのですか。６，０００

円というのが、やっぱり年金受給者だったり、ア

ルバイトしかやっていない若い人たちというのは、

どうしても町会に入れないということになってし

まいますと、地域防災にかなり支障を来してしま

いますので、同じく検討していただけたらなと思

います。これは要望で大丈夫です。ありがとうご

ざいます。 

○石毛かずあき委員長 要望ですね。よろしいです

ね。 

  他に質疑はございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○石毛かずあき委員長 質疑なしと認めます。 

  それでは、委員長より委員の皆様に申し上げま

す。 

  本特別委員会は、令和５年第２回の臨時会にお

いて設置されてから、おおむね１年間、災害対策

や、また、オウム真理教（アレフ）に対する調査

研究を重ねてまいりました。 

  本日の委員会で一区切りとして、議長宛てに本

特別委員会の調査報告書を提出いたしたいと思い

ます。 

  なお、調査報告書の内容につきましては、正副

委員長に御一任いただきたいと思いますので、御

了承いただきます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、特別委員会の場合は速やかに終わる

ということですので、これで終了させていただき

ます。 

午後零時０８分閉会 


